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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、2011 年 5 月にベトナム社会主義共和国と締結した討議議事録

（R/D）に基づき、ベトナム交通技術大学を対象として、2011 年 11 月から技術協力プロジェク

ト「高速道路建設事業従事者養成能力強化プロジェクト」を実施しています。 

このたび、プロジェクトの協力機関が残り数カ月となったところ、これまでの投入及び活動の

実績を確認し、終了時におけるプロジェクト目標及び上位目標の達成見込みを評価 5 項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から総合的に評価したうえ、プロジェクト終

了の適否を判断することを目的として、終了時評価調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、ベトナム社会主義共和国のレビューメンバーと合同評価調査団を構成して現地調査

を行い、その結果を合同評価報告書として取りまとめました。報告書の内容は、ベトナム交通技

術大学のプロジェクト関係者に報告され、これまでの目標達成度や成果が確認されるとともに、

提言内容は今後取り組む事項として確認されました。 

本報告書は、同調査団による評価結果及び協議結果を取りまとめたものであり、今後の協力事

業の実施にあたり、広く活用されることを願うものです。 

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表します。 
 
 平成 26 年 6 月 
 

独立行政法人国際協力機構 

経済基盤開発部長 中村 明 
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終了時評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：ベトナム社会主義共和国 
案件名：高速道路建設事業従事者養成能力強化プロジェク

ト 
分野：運輸交通 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：経済基盤開発部 
協力金額（終了時評価調査時点までの実績）：約 6 億 3,000

万円 

協力期間： 
(R/D) 2011 年 10 月 1 日～ 
2014 年 9 月 30 日 

先方関係機関：交通技術大学（University of Transport 
Technology：UTT） 

他の関連協力： 
・ 円借款「南北高速道路建設事業（ホーチミン－ゾーザイ

間、ダナン－クアンガイ間、ベンルック－ロンタイイン

間）」 
・ 技プロ「道路維持管理能力強化プロジェクト」（2011 

年～2014 年） 
・ 技プロ「高速道路運営維持管理体制強化プロジェクト」

（2011 年～2013 年） 
１－１ 協力の背景と概要 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）では、近年の経済成長に伴い、大規模

交通インフラの整備が活発化しており、なかでも自動車専用道路・高速道路は今後、大量かつ

急速な整備が求められている。高速道路マスタープラン（首相決定第 1734/QD-TTg）では、2020
年までに約 2,500km の高速道路整備をめざしており、将来において建設の二一ズが格段に高く

なる一方、現在は自動車専用道路・高速道路整備の実績がまだ少なく、労働者が建設現場にお

ける経験を通じて、近代的な施工・監督技術を習得する機会が少ない。このため、将来におい

て実地訓練（On the Job Training：OJT）のみでは先進的な技術に精通した人材の供給が不足す

ることが懸念されている。 
高速道路の建設現場の施工管理・監督に従事する技術者を養成している教育機関は、ハノイ

市に位置する「交通短大」（College of Transport：COT：年間 1,200 名～1,900 名が卒業）、ダナ

ン市に位置する第 2 交通短大（College of Transport 2：COT2：年間 300 名～500 名が卒業）、ホ

ーチミン市に位置する 第 3 交通短大（College of Transport 3：COT3：年間 300 名～500 名が卒

業）がある。COT においては、実習を含めた教育のカリキュラムが近代的な技術を必要とする

交通インフラ事業に対応していないため、卒業生の OJT が円滑に進められるよう、カリキュラ

ム、教育教材、実習教材の強化及び教官の教育能力強化が不可欠となっている。 
このような状況下、COT を対象として、これら技術の教育能力強化に焦点を当てた「高速道

路建設事業従事者養成能力強化プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）に係る要請

が 2008 年 8 月にベトナム政府から日本政府に対してなされた。これに対し、2010 年 3 月に詳

細計画策定調査を実施し、2011 年 5 月に R/D が締結された。なお、COT は 2011 年 5 月に「交

通技術大学」（University of Transport Technology：UTT）に昇格し、本プロジェクトが対象とす

る 3 年制の短期大学コースのほか、5 年制の大学コースを 2011/2012 年度の新学期から開始し 

ている。 
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１－２ 協力内容 

(1) 上位目標 
1 UTT の道路・橋梁建設分野卒業生の高規格道路（高速道路を含む）建設能力が向上す

る。 
2 他の教育機関（COT2、COT3 等）での道路・橋梁建設分野にかかわる主要科目の教育

の実施能力が向上する。 
 

(2) プロジェクト目標 
道路・橋梁建設分野において、UTT による現場のニーズに対応した教育の実施能力が向

上する。 
 

(3) アウトプット 
1 選定された科目リスト(1)の科目について、内容、講義及び実習方法が改善され、担当

講師の能力が向上する。 
2 選定された科目リスト(2)の科目について、科目の問題点及び改善方法が明確になる。 
3 教員の能力向上のための企業と連携した研修制度が確立される。 

 
・ 選定科目リスト(1)：計 12 科目 

「建設材料」「測量学」「鉄筋コンクリート」「橋梁点検補修」「道路建設（路体）」「道

路建設（舗装）」「道路維持運営」「現場管理」「職業倫理」「土木英語」「（建設）地質学」

「土質力学」 
・ 選定科目リスト(2)：計 9 科目 

「材料力学」「橋梁建設」「基礎力学」「構造力学」「労働安全」「基礎と地盤」「橋梁建

設」「道路建設」「カルバート設計・施工」 
 

(4) 投入（終了時評価時点） 
   日本側： 

・ 日本人専門家：計 22 名（19 担当分野） 
・ 研修員受入：計 30 名（プロジェクト終了までにさらに 1 回実施予定） 
・ 機材供与：約 3 億 5,000 万円 
・ ローカルコスト負担：3,142 万円 
 

  ベトナム側： 
・ カウンターパート配置：計 65 名 
・ プロジェクト事務所スペース：UUT 内の専門家執務室及び必要設備 
・ ローカルコスト負担：約 81 億 VND（約 4,050 万円） 

 
  



iii 

２．終了時評価調査団の概要 

調査団 

日本側 
担当分野 氏 名 所属先・職位 

総 括 三宅 繁輝 
JICA 経済基盤開発部運輸交通・情報通信グループ運

輸交通・情報通信第二課 課長 

協力企画 岡田 薫 
JICA 経済基盤開発部運輸交通・情報通信グループ運

輸交通・情報通信第二課 主任調査役 

評価分析 長谷川 さわ 
株式会社日本開発サービス 調査部 コンサルタン

ト 
ベトナム側 

氏 名 所属先・職位 
Dr. Vu Ngoc Khiem Vice Rector, University of Transport Technology 
  

 

調査期間：2014 年 5 月 4 日～17 日 評価種類：終了時評価 
３．調査結果の概要 

３－１ 実績の確認 

投入は、日本側・ベトナム側双方ともおおむね計画どおり行われている。活動についてもお

おむね計画どおりに実施されている。 
 
(1) 各アウトプットの達成状況 

1) アウトプット 1：選定された科目リスト(1)の科目について、内容、講義及び実習方法

が改善され、担当講師の能力が向上する。 
・ 指標「ベースライン調査での分析結果に基づく新教材の作成」「UTT 講師による改

訂教材及び供与機材を使用したモデル授業・実習の実施」「UTT 科学訓練委員会に

よる改訂教材の承認」とも既に達成されており、終了時評価時点でアウトプット 1
は達成されている。 

 
2) アウトプット 2：選定された科目リスト(2)の科目について、科目の問題点及び改善方

法が明確になる。 
・ 指標「科目リスト(2)に対する改善計画の策定」は、2012 年に科目リスト(2)の全 9

科目の問題点と改善案が作成された時点で既に達成されている。プロジェクトでは

科目リスト(2)に関して科目リスト(1)と同等の教材改訂活動が追加的に行われ、当初

アウトプット 2 で計画された以上の成果が発現している。よって、終了時評価時点

でアウトプット 2 は達成されている。 
 

3) アウトプット 3：教員の能力向上のための企業と連携した研修制度が確立される。 
・ 指標「UTT 講師の教育能力向上のための研修内容の開発」の達成レベルは進行中で

ある。UTT は日系企業との研修の内容や協力枠組み・手法に関する詳細な計画を含

む協力協定書を締結したが、ベトナム建設企業との研修内容や時期の調整について

は今後より具体化する必要がある。アウトプット 3 に係る活動は、プロジェクトの

残り期間において引き続き実施される予定であり、アウトプット 3 はプロジェクト

終了までに達成される見込みである。 
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(2) プロジェクト目標の達成状況 
プロジェクト目標：道路・橋梁建設分野において、UTT による現場のニーズに対応した

教育の実施能力が向上する。 
・ 指標「UTT 講師の能力向上度合」の達成レベルは順調であり、UTT 講師の能力向上 

は、講師自身だけでなく専門家やプロジェクト・マネジメント・ユニット（Project 
Management Unit：PMU）メンバー、UTT の学生からも十分に認められるところとな

っている。 
・ 指標「建設企業での UTT 講師に対する研修の実施」の達成レベルは現在進行中であ 

る。現在までに、UTT 講師に対して日系企業での研修が実施されており、プロジェク

ト終了までに別途ベトナム建設企業での研修も行われる予定である。よって、プロジ

ェクト目標は所期のプロジェクト期間終了までに達成されることが十分に見込まれ、

道路・橋梁建設分野における現場のニーズに対応した UTT の教育実施能力の向上は図

られている。 
 

(3) 上位目標の達成見込み 
上位目標 1：UTT の道路・橋梁建設分野卒業生の高規格道路（高速道路を含む）建設能

力が向上する。 
・ プロジェクトで作成した新教材を使用した授業・実習を受けた UTT 学生がまだ卒 

業していないため、上位目標１に係る指標の情報・データは入手していない。本指

標の結果はプロジェクトの終了から 4～5 年後、学生が実際に卒業したあとに得られ

る。 
・ 指標「卒業生からの UTT の教育内容に対する評価の向上」は、達成度を判断する 

指標として内容が不明確であるため、同指標の改訂案として「UTT 学生の習熟度に

よる比較評価（期末試験の成績の比較）」を提示した。 
 

上位目標 2：他の教育機関（COT2、COT3 等）での道路・橋梁建設分野にかかわる主要

科目の教育の実施能力が向上する。 
・ 上位目標 2 に係る指標は終了時評価時点でほぼ達成されており、COT2、COT3 での

道路・橋梁建設分野にかかわる主要科目の教育実施能力の向上は、近い将来に達成

される見込みである。 
 

３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性：高い 
・ ターゲットグループである UTT 講師のニーズ（内容に不足のある教材の改訂、効果的

な教授法の習得、必要機材の活用等）、UTT 及び道路・橋梁建設分野における教育訓

練機関の抱えるニーズ（建設企業の求める人材の提供）を満たしている。 
・ ベトナムの国家開発計画［現社会経済開発 10 カ年戦略（10-year Socio-Economic 

Development Strategy：SEDS）、社会経済開発 5 カ年計画（5-year Socio-Economic 
Development Plan：SEDP）］及び運輸交通セクター関連政策に合致している。 

・ 日本の対ベトナム援助政策（対ベトナム国別援助方針、対ベトナム事業展開計画）に

合致している。 
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(2) 有効性：高い 
・ プロジェクトは UTT の教育実施能力の強化に向けて適切な成果を生み出しており、 

作成された新教材の内容・品質については、UTT だけでなく COT2、COT3、運輸省、

教育訓練省等、多くのベトナム関係者から好評を得ており、強く支持されている。 
・ UTT の組織としての教育実施能力の向上は、UTT 講師個人の能力強化によりなされ 

ており、UTT 講師は新教材の作成や企業での現場研修、本邦研修などすべてのプロセ

スにかかわることによって、学生に効果的に授業を教えるための実践的で新しいさま

ざまな知識・ノウハウを得た。 
 

(3) 効率性：やや高い 
・ プロジェクトの投入・活動はほぼ計画どおりに行われており、プロジェクトの運営も

問題なく実施された。各アウトプットの達成状況も問題ない。 
・ UTT はプロジェクトによりベトナム国内では有数の機材が供与されており、これら 

の機材を最大限に活用していくことが求められている。特に、今後ベトナム企業と連

携した研修制度を確立するにあたり、研修実施の際に供与機材の活用が見込まれ、ま

た、機材貸出等による自己収入増の可能性もあるところ、残るプロジェクト期間にお

ける研修制度の詳細検討段階において機材をさらに有効活用するための方策を盛り込

むことが期待される。 
 

(4) インパクト：高い見込み 
・ 終了時評価時点で上位目標 2 はほぼ達成され、上位目標 1 も将来的な達成が見込まれ

るところ、プロジェクト終了後の上位目標の達成に向けて、正しい軌道にある。 
・ プロジェクトによる政策・制度上のインパクト事例として、運輸大臣が議長を務めた

会議での通達において、UTT が今後のベトナムの運輸交通セクターにおける教育訓練

機関として中心的な役割を果たすことが明記された。 
・ そのほか、科目リスト(1)及び(2)の多くの科目において、新教材を使用した授業を受講

した学生の期末試験の成績が以前の成績に比べて上昇したこと、本邦研修をきっかけ

とした UTT と日本大学との学術交流協定所の締結及び交流事業の実施など、プロジェ

クトによる正のインパクト事例が報告されている。 
 

(5) 持続性：高い見込み 
・ 政策・制度面：道路・橋梁建設分野における人材育成の強化は、今後も引き続きベト

ナム政府により政策的に支持されることが見込まれる。UTT は今後、同分野における

教育訓練機関として中心的な役割を果たしていくこととされているため、運輸省

（Ministry of Transport：MOT）による政策的支援も十分に見込まれる。 
・ 組織面：UTT マネジメント部門の強力なリーダーシップ、UTT の講師が技術移転によ

り得た知識・スキルをもって COT2 及び COT3 への教材改定に関するセミナー等を開

催し、既に自律的に技術移転を進めていることなどから、プロジェクト終了後は PMU
を維持せずとも、UTT が教材改訂や企業研修を継続していくことは十分可能と考えら

れる。 
・ 財務面：UTT の予算は主に授業料と運輸省からの補助金で成り立っているが、これら

の財源は安定しており、また、UTT は既にプロジェクト供与機材を今後適切に維持管

理していくために必要な予算も用意している。さらに、今後は大学の通常予算に加え、
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建設企業と共同プロジェクトを実施し、その際に企業に機材を貸し出すことにより得

られる貸出料も必要に応じ維持管理費用に充当する計画である。 
・ 技術面：UTT 講師は、担当科目の教材改訂を自ら実施していくスキル・能力は身に付

けており、今後、5 年制コースの教材も改訂していく計画である。同時に UTT 講師は

現場経験を積み重ね担当科目に関する実用的な知識の習得を継続する必要があり、今

後も建設現場に直接足を踏み入れ、実地経験の機会をもつことが重要である。 
・ 機材の維持管理：UTT では台帳にてこれらを管理しており、いくつかの機材について

は自発的にガイダンスブック（活用方法、利用手順指導書）を作成している。また、

機材の年間使用計画及び必要経費も含む年間維持管理計画も作成しており、両計画の

下、UTT の機材専用技術者が供与機材の運営管理を行う体制にあることから、供与機

材は UTT により今後も適切に維持管理されると考えられる。 
 

３－３ 効果発現に係る貢献・阻害要因 

(1) 貢献要因 
1) 計画内容に関すること 
・ 適切なプロジェクトデザインの設定 
 

2) 実施プロセスに関すること 
・ ベトナム側・日本側双方の良好な関係構築 
・ カウンターパート機関による手厚い運営実施支援 
・ 公的大学の権限拡大による UTT の広い裁量権の行使 

 
(2) 阻害要因 

1) 計画内容に関すること 
・ 特になし 
 

2) 実施プロセスに関すること 
・ 建設企業における恒常的かつ長期にわたる研修実施の難しさ 

 
３－４ 結 論 

本終了時評価調査における上述の検証の結果、ベトナム側・日本側双方の努力、とりわけプ

ロジェクトにおける UTT の熱心かつ真摯な貢献により、本プロジェクトは成功裡に実施され、

良好な成果を得ていることが確認された。本プロジェクトは終了までにプロジェクト目標が達

成されることが見込まれ、終了後の上位目標の達成に向けても正しい方向性にあるといえる。

また、評価 5 項目においても良好な結果を示している。よって、プロジェクトは当初の予定ど

おり 2014 年 9 月に終了する。 
UTT は今後、ベトナムにおける運輸交通セクターの教育訓練機関として中心的な役割を果た

すことが求められているため、今後もプロジェクトによる成果を最大限に活用し、引き続き研

鑽していくことが望まれる。 
 
３－５ 提 言 

(1) 供与機材を十分に活用することによる建設企業との連携促進 
・ UTT は講師に建設現場経験の機会をより与えるために、運輸省による政策的支援の 



vii 

下、供与機材の活用による建設企業との共同作業など、今後も企業との連携構築を積

極的に図っていくこと。 
 

(2) 一部の供与機材から得られるデータに対する分析能力の向上 
・ 供与機材を有効に活用するために、機材管理専門家からの技術移転を通し、UTT 講師

及び機材専用の技術者に対して機材の活用法に係る実践的な訓練を行うこと。 
 

(3) プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）の改訂 
・ 現行の PDM（version 1.2）に対し、上位目標１の指標をより明確化させるため、改訂

PDM 案（version 1.3）を提示する。 
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Summary of the Terminal Evaluation Results 
 

1. Outline of the Project 
Country: Socialist Republic of Viet 
Nam 

Project title: Project for Enhancing Training Capacity of Transport 
College (currently University of Transport Technology) 

Issue/Sector: Transportation Cooperation scheme: Technical Cooperation 
Department in charge: 
Economic Infrastructure Dept. 

Total cost (as of May 2014): Approx. 630 million yen 
Partner Country’s Implementing Organization: 
University of Transport Technology (UTT) Period of Cooperation: (R/D) 

October 1, 2011 – September 30, 
2014 

Related Cooperation: 
- North-South Expressway Construction Project (Ho Chi Minh 

City - Dau Giay Section, Da Nang - Quang Ngai Section, Ben 
Luc - Long Thanh Section) 

- Project for Capacity Enhancement in Road Maintenance 
(2011 – 2014) 

- Project for Strengthening Operation and Maintenance System 
for Expressway (2011 – 2013) 

1-1  Background of the Project 
The rapid economic growth in Vietnam has led to an increasing demand in the construction of 

high-standard highways and expressways and the massive development of large-scale transportation 
infrastructure projects. Since the future needs of the infrastructure construction market has been 
remarkably high, the Highway Master Plan (Prime Minister Declaration 1734/QD-TTg) vision 2020 
targets to construct approximately 5,900 km highway network. However, the experience in highway 
and motorway construction is lacking so far, with few opportunities for workers to master the modern 
construction technology through experience in the construction site.  In this regard, the lack of 
up-to-date and skilled personnel for construction projects can be addressed only through proper 
education and a systematic on-the-job-training (OJT). 

At present, there are three educational institutions under Ministry of Transport (hereinafter 
referred to as “MOT”) which provide education and training for engineers and technicians engaged in 
the management and supervision of highway construction - the University of Transport Technology 
(formerly the College of Transport) located in Hanoi (referred to as the UTT with 1200 to 1900 
graduates per year), the Second College of Transport in Da Nang City (referred to as the COT2 with 
300 to 500 graduates per year) and the Third College of Transport in Ho Chi Minh City (referred to as 
the COT3 with 300 to 500 graduates per year). 

However, the present curriculum of UTT, including training, does not correspond to the recent 
needs of transportation infrastructure projects requiring modern technology. In order to cope with 
this, the strengthening of the curriculum, educational teaching materials, training equipment and the 
instructors’ educational and training capacity are indispensable towards enhancing the graduates’ 
capability and productivity in the construction industry. 

Under such circumstances, the Government of the Socialist Republic of Vietnam requested to the 
Government of Japan in August 2008 for a “Technical Cooperation Project for Enhancing Training 
Capacity of Transport College (currently University of Transport Technology)” that focuses on the 
educational and training capacity development of the UTT. In response to the request, the 
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Government of Japan agreed to undertake the Project in April of 2009 while JICA carried out the 
preparatory study in March of 2010 to determine the details of the project components. The Record of 
Discussions (hereinafter referred to as “R/D”) about the framework of the Project was signed in May 
of 2011. 

 
1-2  Project Overview 

(1) Overall Goal 
1) Enhancement of high-graded highway (including expressway) construction capacity of 

graduates from Road and Bridge Construction Field, UTT 
2) Enhancement of training capacity of other transport colleges in main subjects related to the 

field of road and bridge construction 
 

(2) Project Purpose 
Enhancing of training capacity in Road and Bridge Construction Field of UTT such that 
requirement from actual construction site will be reflected 
 

(3) Outputs:  
Output 1: Improvement of contents and theory/practice teaching method of selected subjects list 

(1) and enhancing training capacity of lecturers who are in charge of the selected 
subjects list (1) 

Output 2: Issues and measures for subjects in selected subjects list (2) are defined 
Output 3: Establishing lecturers’ capacity upgrading system in collaboration with construction 

enterprises 
 
Selected Subjects List (1): 

1) Construction Material, 2) Geodesy, 3) Reinforced Concrete, 4) Bridge Inspection and Repair, 
5) Road Foundation Construction, 6) Road Pavement Construction, 7) Road Maintenance and 
Operation, 8) Construction Site Management, 9) Occupational Ethics, 10) English in 
Construction, 11) Construction Geology, and 12) Soil Mechanics 

Selected Subjects List (2): 
1) Material Toughness, 2) Bridge Construction, 3) Foundation Mechanics, 4) Structural 
Mechanics, 5) Labor Safety, 6) Ground and Foundation, 7) Bridge Design, 8) Road Design, and 
9) Culvert Designing and Building 

 
(4) Inputs 

Japanese side: 
- JICA Experts: 22 (19 assignments) 
- Trainees received: 30 
- Equipment: Approx. 350 million yen 
- Local Cost: 31,420 thousand yen 
Vietnamese side: 
- Counterpart: 65 
- Land and facilities: Working space and necessary facilities for JICA Experts 
- Local Cost: Approx. 8.1 billion VND (approx. 40 million yen) 
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2. Outline of Terminal Evaluation Team 
Evaluation 
Team 

Japanese Side 
Name Job Title Occupation 

Mr. Shigeki Miyake Leader Director, Transportation and ICT Div. 2, 
Transportation and ICT Group, Economic 
Infrastructure Dept., JICA 

Mr. Kaoru Okada Cooperation 
Planning 

Deputy Director, Transportation and ICT Div. 
2, Transportation and ICT Group, Economic 
Infrastructure Dept., JICA 

Ms. Sawa Hasegawa Evaluation 
Analysis 

Consultant, Japan Development Service Co., 
Ltd. 

Vietnamese Side 
Name Occupation 

Dr. Vu Ngoc Khiem Vice Rector, University of Transport 
Technology 

  
 

Period of 
Evaluation 

4 - 17 May 2014 Type of Study: Terminal Evaluation 

3. Summary of Treminal Evaluation Results 
3-1  Progress of the Project 

Inputs from both the Japanese and Vietnamese sides have been provided as planned. Most of the 
project activities have also been implemented as planned and the remaining activities are to be 
completed by the end of the Project, September 2014. The Project consists of two phases: the first 
phase is during November 2011 - March 2013 and the second phase is during April 2013 - September 
2014. During the first phase, the activities for Output 1 and 2 had been mainly implemented and the 
activities for Output 3 have been implemented during the second phase. 

 
(1) Achievement of Outputs 

- Output 1: based on the results of three indicators, Output 1 was already achieved at the time of 
Terminal Evaluation and the contents and theory/practice teaching method of Selected Subjects 
List (1) was improved as well as the training capacity of lecturers who are in charge of Subjects 
List (1) was enhanced. 

- Output 2: based on the result of an indicator, Output 2 was already achieved as of 2012 when 
the improvement plans for Selected Subjects List (2) were developed. The Project has been 
implementing further additional activities on Subjects List (2) just the same development as 
Subjects List (1), which exceeds the expected output planned for the Subjects List (2). 

- Output 3: based on the result of an indicator, the achievement level of Output 3 is in progress. 
While UTT concluded the agreement with Japanese engineering enterprises, including the 
specific plan and contents in terms of the cooperation system of training, the coordination of 
measures of training with Vietnamese construction enterprises needs to be elaborated more. 
The efforts to achieve Output 3 and establish the training system in collaboration with 
construction enterprises should be continuously made during the remaining period of the 
Project. 
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(2) Achievement of Project Purpose 
- Based on the results of two indictors, the achievement level of Indicator 1 (Degree of capacity 

development of lecturers) is reasonable at the time of Terminal Evaluation and the capacity 
improvement of UTT lecturers has been recognized not only by lecturers themselves but also 
by JICA Experts and students. The achievement level of Indicator 2 (Implementation of 
training for lecturers in construction enterprises) is in progress and the practical OJT in 
collaboration with Vietnamese construction enterprises will be conducted by the end of the 
Project. The Project Purpose is likely to be achieved with the achievement of Output 3. 

 
(3) Prospect for achieving Overall Goal 

- Overall Goal 1: the data and information on two indicators of Overall Goal 1 was not collected 
at the Terminal Evaluation since students who had improved lectures and practices developed 
by the Project have not yet graduated from UTT. The results of two indicators will be obtained 
four or five years later, after the students actually graduated. 

- Overall Goal 2: based on the results of two indictors, Oveall Goal 2 has been almost achieved 
at the time of Terminal Evaluation and the enhancement of training capacity of COT2 and 
COT3 is likely to be achieved in the near future. 

 
3-2  Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance: high 
- The Project meets the needs of its target, i.e. lecturers of UTT. They faced needs to teach their 

subjects more effectively and to develop their teaching capacity based on the practical 
knowledge, which is in line with the current reality of construction sites. Not only had the 
lecturers, UTT also had a need to improve its training capacity with upgrading from the college 
level to the university level. Besides, educational and training institutions in the road and 
bridge construction field including UTT, COT2 and COT3 are required to specifically develop 
human resources which correspond with the demands from market of construction enterprises. 
The Project has correctly responded to the needs of those involved. 

- The Project is consistent with the national development strategy and plan (SEDS and SEDP) as 
well as policies on transportation development of the Government of Vietnam. 

- The Project is consistent with Japan’s Official Development Assistance (ODA) policy for 
Vietnam such as “Country Assistance Policy” and “Rolling Plan.” 

 
 (2) Effectiveness: high 

- The achievement of Output 3 by the end of the Project will definitely lead to the achievement 
of Project Purpose. The Project has successfully produced the products to ensure the proper 
enhancement of training capacity of UTT. The quality of new teaching materials are highly 
praised and positively endorsed by not only UTT but also other project stakeholders such as 
COT2, COT3, MOT and MOET. 

- The institutional training capacity of UTT have been enhanced by the individual UTT lecturer’s 
capacity development. Through involved in the whole process of developing the new teaching 
materials as well as participating in OJT in construction enterprises and training in Japan, they 
have gained the practical and new knowledge to effectively teach their subjects. 
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(3) Efficiency: relatively high 
- Inputs from both the Japanese and Vietnamese sides have been provided as planned and the 

quantity, quality and timing of inputs are generally appropriate. The project activities have 
been implemented as planned and the achievement level of each output is also reasonable. 

- The efficiency of the Project could be judged as quite reasonable if all the equipment had been 
fully utilized in the project activities. UTT was provided the sufficient quantity of fulfilling 
equipment by the Project, so they have a special responsibility for getting the most out of the 
equipment in order for the Project to be most efficient. 

 
 (4) Impact: positive 

- The Project is on the right track to achieve its Overall Goal in the post-project period with the 
fact that it has almost achieved the second Overall Goal at this time and that the first Overall 
Goal is also expected to be achieved in the near future. 

- As an example of project impacts on the policy level, the agreement between MOT and UTT 
was made for building up UTT to be one of the biggest institutions of MOT in training, 
researching and application of science achievements in the transportation field. 

- As another example of project impacts, UTT students who had the lectures/practices using the 
developed new teaching materials of Selected Subjects List (1) and (2) got improved results in 
their final examinations in almost all subjects. 

 
 (5) Sustainability: positive 

- Regarding the policy and institutional aspect, the enhancement of training capacity of UTT is 
going to be continuously supported by the Government of Vietnam. UTT is expected to be one 
of the biggest institutions for training in the transportation sector, so policy supports to UTT by 
MOT are ensured in the future as well. 

- Regarding the organizational aspect, the project management system organized by PMU has 
been well functioned during the project period and it is quite possible for UTT to continue the 
activities for enhancing its training capacity in the future even without keeping the system of 
PMU after the Projct. The updating of textbooks and teaching materials as necessary as well as 
the training in construction enterprises are likely to be properly conducted and managed by the 
lecturers and management side of UTT. 

- Regarding the financial aspect, the future training capacity improvement of UTT is also 
prospected to be positive since the UTT’s budget which mainly consists of tuition fees and 
subsidy from MOT will be stable. Besides, UTT can afford to allocate the necessary amount of 
budget for maintaining the provided equipment by using own budget and incomes from 
construction enterprises by which the equipment will be utilized under the cooperation projects 
between them. MOT is also planning to prepare for part of budget for the next financial year in 
order to distribute the developed textbooks and teaching materials to all educational and 
training institutions under MOT, including COT2 and COT3. 

- Regarding the technical aspect, UTT lecturers can confidently update the current developed 
textbooks and teaching materials as necessary in the future and are actually planning to not 
only update those for the college level, but also revise those for the university level. At the 
same time, they still need to have more practical experiences at the actual construction sites 
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and further polish the practical knowledge on their subjects, so it is important for them to have 
more opportunities for directly involved in the field experiences in the future as well. 

- Regarding the equipment management, UTT voluntarily made the guidance books for some of 
equipment and also made the annual utilization plan as well as maintenance plan including cost 
norms for the equipment, and the UTT’s technicians who are in charge of equipment operation, 
maintenance and management have followed the plans. The equipment is likely to be properly 
managed and maintained by UTT in the future as well. 

 
3-3  Factors that promoted/ inhibited realization of effects 

(1) Promoting factors 
1) Factors concerning Planning 

- Appropriate design of the Project 
2) Factors concerning Implementation Process 

- Good relationship between the Vietnamese and Japanese sides 
- Good support by the implementing organization 
- Autonomy of UTT 

 
(2) Inhibiting factors 

1) Factors concerning Planning 
- None 

2) Factors concerning Implementation Process 
- Difficulty to conduct the frequent and long-term training in construction enterprises 

 
3-4  Conclusion 

Based on the findings of the Terminal Evaluation, the Evaluation Team concludes that with the 
efforts of both Vietnamese and Japanese sides, especially with the diligent and sincere works of UTT, 
the Project has been successfully implemented and got sufficient effects, and will end in September 
2014 as planned. The Project is expected to achieve its purpose within the project period and on the 
right track to achieve the Overall Goal in the post project period. The results based on the five 
evaluation criteria of the Project are also good and positive. UTT is expected to be one of the biggest 
institutions in the transportation sector in Vietnam and highly prospected to make best use of the 
project achievements and continuously make steady progress in the future as well. 

 
3-5  Recommendations 

(1) Increase of collaboration with construction enterprises by making full use of machinery and 
equipment 

- UTT is requested to make continuous efforts to implement the training in construction 
enterprises under the support of MOT, by utilizing machinery and equipment provided by the 
Project in the training, so as to become one of the biggest institutions of MOT in training, 
researching and application of science achievements in the transportation field based on the 
agreement between UTT and MOT. 

- It would be reasonable to consider that outside lecturers from construction enterprises or 
trained UTT lecturers will conduct model practicing in UTT as an alternative means of OJT in 
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the actual construction sites, so that the lecturers and students can improve the level of 
understanding on the actual usage of machinery and equipment in construction sites. 

 
(2) Improving analytical skills for utilizing the data obtained from the new equipment 

- It is advisable that UTT lecturers exploit to the full opportunity of technology transfer from the 
JICA Experts in charge of “Equipment Management” who are scheduled to be dispatched from 
June to July 2014, so as to improve their analytical skills for utilizing the data obtained from 
the new equipment. 

 
(3) Modification of PDM 

- The Evaluation Team proposed a change of the Objectively Verifiable Indicator 1-2 for the first 
Overall Goal and PDM version 1.3 based on the change. 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯 

ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）では、近年の経済成長に伴い、大規模

交通インフラの整備が活発化しており、なかでも自動車専用道路・高速道路は今後、大量かつ急

速な整備が求められている。高速道路マスタープラン（首相決定第 1734/QD-TTg）では、2020 年

までに約 2,500km の高速道路整備をめざしており、将来において建設の二一ズが格段に高くなる

一方、現在は自動車専用道路・高速道路整備の実績がまだ少なく、労働者が建設現場における経

験を通じて、近代的な施工・監督技術を習得する機会が少ない。このため、将来において実地訓

練（OJT）のみでは先進的な技術に精通した人材の供給が不足することが懸念されている。 
高速道路の建設現場の施工管理・監督に従事する技術者を養成している教育機関は、ハノイ市

に位置する「交通短大」（College of Transport：COT）：年間 1,200 名～1,900 名が卒業）、ダナン市

に位置する第 2 交通短大（COT2：年間 300 名～500 名が卒業）、ホーチミン市に位置する 第 3 交

通短大（COT3：年間 300 名～500 名が卒業）がある。COT においては、実習を含めた教育のカリ

キュラムが、近代的な技術を必要とする交通インフラ事業に対応していないため、卒業生の OJT
が円滑に進められるよう、カリキュラム、教育教材、実習教材の強化及び教官の教育能力強化が

不可欠となっている。 
このような状況下、COT を対象として、これら技術の教育能力強化に焦点を当てた「高速道路

建設事業従事者養成能力強化プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」と記す）に係る養成が 2008
年 8 月にベトナム政府から日本政府に対してなされた。これに対し、2010 年 3 月に詳細計画策定

調査を実施し、2011 年 5 月に R/D が締結された。なお、COT は 2011 年 5 月に「交通技術大学」

（University of Transport Technology：UTT）に昇格し、本プロジェクトが対象とする 3 年制の短期

大学コースのほか、5 年制の大学コースを 2011/2012 年度の新学期から開始している。 
 
１－２ 調査団派遣の目的 

 上述の経緯を踏まえ、以下を目的として終了時評価調査を実施した。 
① R/D、PDM 及び PO に基づき、プロジェクトの投入及び活動実績や目標・アウトプットの

達成状況を確認する。 
② 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、評価を行

う。 
③ プロジェクト実施プロセスを検証し、貢献要因や阻害要因・リスク要因を抽出する。 
④ 上述の分析結果に基づき、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業の実

施にあたっての教訓を導き出す。 
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１－３ 調査団の構成 

＜日本側＞ 

担当分野 氏 名 所属先・職位 

総 括 三宅 繁輝 
JICA 経済基盤開発部運輸交通・情報通信グループ運輸交通・

情報通信第二課 課長 

協力企画 岡田 薫 
JICA 経済基盤開発部運輸交通・情報通信グループ運輸交通・

情報通信第二課 主任調査役 

評価分析 長谷川 さわ 株式会社日本開発サービス 調査部 コンサルタント 

＜ベトナム側＞ 

氏 名 所属先・職位 

Dr. Vu Ngoc Khiem Vice Rector of University of Transport Technology 

 
１－４ 調査スケジュール 

現地調査は 2014 年 5 月 4 日から 5 月 17 日までの期間で実施された。調査日程の概要は、以下

のとおりである（5 月 4 日から 5 月 10 日までは評価分析団員のみによる調査）。 

日 付 内 容 

5 月 4 日 日 本邦（成田）発 

5 日 月 専門家インタビュー 

6 日 火 
カウンターパートインタビュー 

運輸省へのインタビュー 

7 日 水 カウンターパートインタビュー 

8 日 木 カウンターパートインタビュー 

9 日 金 合同評価レポート案作成 

10 日 土 合同評価レポート案作成 

11 日 日 団内打合せ 

12 日 月 

Dr. Do Ngoc Vien 学長へのインタビュー、Dr. Vu Ngoc Khiem 副学長へのイン

タビュー 

合同評価レポート案・添付資料作成 

13 日 火 合同評価レポート案・添付資料作成 

14 日 水 
合同評価レポート案最終化 

団内打合せ 

15 日 木 

機材設置状況確認 

ミニッツ、合同評価レポート修正・最終化 

ミニッツ、合同評価レポート署名 

ハノイ市内高速道路視察 

16 日 金 
JICA ベトナム事務所報告 

ベトナム（ハノイ）発 

17 日 土 本邦（成田）着 
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１－５ 調査手法・項目 

１－５－１ 調査手法 
本終了時評価調査は、『新 JICA 事業評価ガイドライン 第 1 版（2010 年 6 月）』に基づき、

プロジェクト・サイクル・マネジメントの一環として実施された。調査団は現行 PDM（version 
1.2）を評価の枠組みとして適用し、ベトナム側カウンターパート（Counterpart Personnel：C/P）
及び JICA 専門家に対して質問票・インタビューを通して情報収集を行った。 

本評価調査では、評価分析のために定性的データを以下の方法で収集した。 
・ 既存資料レビュー（プロジェクト報告書・各種資料等） 
・ 質問票（日本人専門家、C/P） 
・ キーインフォーマント・インタビュー（UTT 講師等カウンターパート・スタッフ、マネ

ジメント・レベルの C/P、JICA 専門家） 
 

１－５－２ 調査項目 
(1) プロジェクトの実績 

プロジェクトの実績は投入、アウトプット、プロジェクト目標及び上位目標の各項目に

ついて、PDM にある指標を参照にその達成状況（または達成見込み）を確認した。 
 

(2) 実施プロセス 
プロジェクトの実施プロセスは、技術移転の方法、関係者間のコミュニケーション、モ

ニタリングなど、さまざまな観点に基づき、プロジェクトが適切に運営されたかどうかに

つき検証された。さらに、実施プロセスの検証により、プロジェクトの効果発現に係る貢

献要因、阻害要因を抽出した。 
 

(3) 評価 5 項目に基づく評価 
実績及び実施プロセスに係る検証結果に基づき、プロジェクトを評価 5 項目の観点から

検証した。評価 5 項目の各項目の定義は以下の表１－１のとおりである。 
 

表１－１ 評価 5 項目の定義 

評価 5 項目 JICA 事業評価ガイドラインによる定義 

1 妥当性 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位

目標）が受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決

策として適切か、対象地域と日本側の政策との整合性はある

か、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金であ

る ODA で実施する必要があるかなどといった「援助プロジェ

クトの正当性・必要性」を問う視点。 

2 有効性 
プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への

便益がもたらされているのか（あるいはもたらされるのか）を

問う視点。 

3 効率性 
主にプロジェクトのコスト及び効果の関係に着目し、資源が

有効に活用されているか（あるいはされるか）を問う視点。 
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4 インパクト 
プロジェクトが実施によりもたらされる、より長期的、間接

的効果や波及効果をみる視点。この際、予期しなかった正・負

の効果・影響も含む。 

5 持続性 
協力が終了しても、プロジェクトで発言した効果が持続して

いるか（あるいは持続の見込みはあるか）を問う視点。 
出所：プロジェクト評価の手引き（JICA 事業評価ガイドライン）、2010 年 6 月 
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第２章 プロジェクトの概要 
 

PDM に基づく、プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標、アウトプット及び活動は以下の

とおりである。調査にあたっては、2013 年 6 月に改定された PDM（version 1.2）が使用された。 
 

(1) 上位目標（協力終了後 3～5 年後をめどとした目標） 
【目標 1】 UTT の道路・橋梁建設分野卒業生の高規格道路（高速道路を含む）建設能力

が向上する。 
【指標 1】 1-1．建設業界からの UTT 道路・橋梁建設分野卒業生に対する評価の向上 

1-2．卒業生からの UTT の教育内容に対する評価の向上 
 

【目標 2】 他の教育機関（COT2、COT3 等）での道路・橋梁建設分野にかかわる主要科

目の教育の実施能力が向上する。 
【指標 2】 2-1．他の交通短大における UTT にて作成された教材の採用 

2-2．UTT からの教育実施能力強化に関する情報の提供 
 

(2) プロジェクト目標（プロジェクト終了時の目標） 
【目標】 道路・橋梁建設分野において、UTT による現場のニーズに対応した教育の実施

能力が向上する。 
【指標】 1．UTT 講師の能力向上度合 

2．建設企業での UTT 講師に対する研修の実施 
 

(3) アウトプット及び活動 
本プロジェクトでは 3 つのアウトプットの達成によりプロジェクト目標の達成を図る。ま

た、それらアウトプットの達成に必要な活動を行う。 
 

1) アウトプット 1：選定された科目リスト(1)の科目について、内容、講義及び実習方法が

改善され、担当講師の能力が向上する。 
 

＜科目リスト(1)＞ 

番号 科目（和） 科目（英） 

1 建設材料 Construction Materials 

2 測量学 Geodesy 

3 鉄筋コンクリート Reinforced Concrete 

4 橋梁点検補修 Bridge Inspection and Repair 

5 道路建設（路体） Road Foundation Construction 

6 道路建設（舗装） Road Pavement Construction 

7 道路維持運営 Road Operation and Maintenance 

8 現場管理 Construction Site Management 
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9 職業倫理 Occupational Ethics 

10 土木英語 English in Construction 

11 （建設）地質学 Construction Geology 

12 土質力学 Soil Mechanics 

 
【活動】 科目リスト(1)の科目に対し以下の活動を実施する。 

1-1 既存教材、実習及び指導方法をレビューする。 
1-2 既存教材、実習及び指導方法の改善方法を検討し、改善実施計画を作成する。 
1-3 教材、実習マニュアルを作成する。 
1-4 教材を使った授業を実施する。 
1-5 1-4 の事業実施に基づき、教材の見直し・確定を行う。 

【指標】 
1-1 ベースライン調査での分析結果に基づく新教材の作成 
1-2 選定された科目リスト(1)について、UTT 講師による改訂教材及び供与機材を使

用したモデル授業・実習の実施 
1-3 UTT 科学訓練委員会による改訂教材の承認 

 
2) アウトプット 2：選定された科目リスト(2)の科目について、科目の問題点及び改善方法

が明確になる。 
 

＜科目リスト(2)＞ 

番号 科目（和） 科目（英） 

1 材料力学 Material Mechanics 

2 橋梁建設 Bridge Construction 

3 基礎力学 Basic Foundation Mechanics 

4 構造力学 Structural Mechanics 

5 労働安全 Labor Safety 

6 基礎と地盤 Ground and Foundation 

7 橋梁建設 Bridge Design 

8 道路建設 Road Design 

9 カルバート設計・施工 Culvert Design and Construction 

 
【活動】 科目リスト(2)の科目に対し以下の活動を実施する。 

2-1 既存教材、実習及び指導方法をレビューし、必要であれば科目リスト(1)に追加

すべき 1 以上の科目を選定し当該科目に対し活動 1 を実施する。 
2-2 科目リスト(2)に残った科目のうち必要な科目に対し、具体的な改善実施計画

（機材等の改善案を含む）を検討する。 
【指標】 

2-1 選定された科目リスト(2)に対する改善計画の策定 
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3) アウトプット 3：教員の能力向上のための企業と連携した研修制度が確立される。 
【活動】 

3-1 教員の能力並びに関連事項に関する調査を行う。 
3-2 企業と教員との懇談会を設置する。 
3-3 企業と連携した教員の研修制度案を作成（分野、人員、期間、費用分担など）

する。 
3-4 研修枠組みの形成のために企業と協議する。 
3-5 研修を試行的に実施する。 
3-6 研修の実施に必要な各種協定・規定を整備する。 

【指標】 
3-1 UTT 講師の教育能力向上のための研修内容の開発 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

本プロジェクトの協力当初から終了時評価調査までの投入実績は、以下のとおりである。 
 
３－１ 投入実績 

日本側、ベトナム側からの投入は、おおむね計画どおり実施されている。両者の終了時評価調

査までの投入実績の概要を以下に示す［各項目の詳細は、合同評価レポートの付属資料（Annex  
6～9）を参照］。 
 

３－１－１ 日本側投入 

項 目 実 績 

専門家派遣 

以下の 19 担当分野の専門家 計 22 名 
 

① 総括/カリキュラム改善計画 
② 施工管理、現場安全管理、品質出来高管理/機材仕様書作成支援/土木

英語作成（建設、建設管理関係）/職業倫理 
③ 地質学・基礎地盤 
④ 建設材料 
⑤ 土質力学 
⑥ 測量/測量実習 
⑦ 道路設計、カルバート設計・施工/研修制度の確立/土木英語作成（学

問基礎、設計関係） 
⑧ 道路建設（路体、排水） 
⑨ 道路建設（舗装） 
⑩ 道路建設（付帯設備） 
⑪ 橋梁点検補修(1)/コンクリート 
⑫ 橋梁点検補修(2)/スティール 
⑬ 鉄筋コンクリート 
⑭ 業務調整/研修カリキュラム作成支援 
⑮ カリキュラム改善計画・講義方法支援/地質学・土質力学/教材・実習

マニュアル監修/土木英語監修（地質・地盤、道路関係） 
⑯ 鉄筋コンクリート支援/教材・実習マニュアル監修/土木英語監修（コ

ンクリート関係） 
 
第 2 フェーズに追加した担当分野 

① JICA 機材運営管理(1) 
② JICA 機材運営管理(2) 
③ JICA 機材ソフトウェア研修 
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項 目 実 績 

研修員受入 

以下の本邦研修 計 30 名（終了時評価時点、プロジェクト終了までにさら

に 1 回実施予定） 
・ UTT 講師 9 名（2012 年 2 月 5～16 日） 
・ UTT 講師 5 名（2012 年 3 月 7～17 日） 
・ 運輸省及び UTT のマネジメントクラス対象 7 名（2012 年 6 月 10～22

日） 
・ UTT 講師及び運輸省関係者 9 名（2013 年 11 月 9～21 日） 

機材供与 約 3 億 5,000 万円 
ローカルコス

ト負担 
計 3,142 万円（一般業務費合計） 

 
３－１－２ ベトナム側投入 

項 目 実 績 

カウンターパ

ート配置 

以下のカウンターパート 計 65 名 
・ カウンターパート・スタッフ：計 44 名 

（内訳：選定科目リスト(1)担当 UTT 講師 24 名、選定科目リスト(2)
担当 UTT 講師 20 名） 

・ アドミニストラティブ・スタッフ（Project Management Unit： PMU）：

計 14 名 
（内訳：プロジェクト・ダイレクター1 名、プロジェクト・マネジャ

ー1 名、PMU メンバー12 名） 
・ コンサルタティブ・グループ：計 7 名 

（内訳：チーフ 1 名、セクレタリー1 名、メンバー5 名） 
施設提供 専門家執務室及び必要設備 

ローカルコス

ト負担 

以下の項目 計 81 億 638 万 7,420 VND（約 4,050 万円1） 
・ 専門家執務室及びラボラトリー改修費 40 億 650 万 6,000 VND 
・ 機材設置費 3 億 2,300 万 VND 
・ PMU 関連人件費・管理費 7 億 4,207 万 1,000 VND 
・ カウンターパート・スタッフ関連人件費 27 億 5,142 万 3,000 VND 
・ 専門家執務室関連の雑費 2 億 8,338 万 7,420 VND 

 
３－２ 活動実績 

 プロジェクト活動は、おおむね PDM 及び PO に沿って実施されている。免税手続きの関係で  

供与機材の搬入が計画より多少遅れたが、この遅延により活動の実施に深刻な影響は及ぼしてい

ない。プロジェクトの第 1 フェーズ（2011 年 11 月～2013 年 3 月）にアウトプット 1 及びアウト

プット 2 に係る活動が主に実施され、アウトプット 3 に係る活動は主に第 2 フェーズ（2013 年 4
月～2014 年 9 月）に実施されている。 
 
３－３ アウトプットの達成状況 

終了時評価調査時点でプロジェクトの各アウトプットがどの程度達成されているかについて、

主に各アウトプットに設定された指標からその達成状況を判断する。 
                                                   
1 1VND＝0.005 円（2014 年 5 月為替レート）で換算 
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各アウトプットにおける指標と現時点での結果を以下に示す。 
 

(1) アウトプット 1：選定された科目リスト(1)の科目に対し、内容、講義及び実習方法が改善

され、担当講師の能力が向上する。 
 

指 標 現時点での結果2 
1-1 ベースライン調査

での分析結果に基

づく新教材の作成 

プロジェクト開始～2012 年 3 月 
・ 選定科目リスト(1)及び(2)に対するレビュー及び分析が行

われ、当初は科目リスト(2)に入っていた「地質学」「土質

力学」を科目リスト(1)に移すことが決定された。 
 
2012 年 4 月～7 月 

・ 上述のレビュー及び分析結果を踏まえ、「地質学」「土質力

学」を含めた科目リスト(1)の全 12 科目の教材改訂案が、

担当専門家及び担当 UTT 講師により作成された。加えて、

専門家による指導の下、教材改訂案を基に 12 科目の新教

材が、担当 UTT 講師及び当該科目を教えている他の講師（1
科目につき 8 名～15 名程度）により作成された。 

・ 上述の新教材に加え、12 科目の参考資料として、英文副読

本､英文技術資料､英文マニュアル類が専門家により用意

され、UTT 講師に提供された。 
・ 新教材の作成作業を通じ、教材改良に係るノウハウは UTT

講師陣の間で十分に共有された。 
1-2 選定された科目リ

スト(1)について、

UTT 講師による

改訂教材及び供与

機材を使用したモ

デル授業・実習の

実施 

2012 年 8 月～12 月 
・ 2012/13 年度（2012 年 8 月～2013 年 7 月）の第 1 学期間（2012

年 8～12 月）、UTT の土木工学部に所属する対象学年（2、
3 年生）の 8～9 クラスのうち 2 クラスを「モデル授業対象

クラス」に選定し、12 科目の新教材及び供与機材を使用し

た講義・実習がモデル授業・実習として行われた（「職業

倫理」科目はこの時点で UTT の正規科目として採用されて

いなかったが、モデル授業の代わりに特別講義として 3 題

材について 2 日間にわたり実施）。 
 
2013 年 1 月～7 月 

・ モデル授業・実習での新教材の試行結果を踏まえ、担当科

目の UTT 講師により新教材の内容が改訂された。 
 
2013 年 8 月以降 

・ 2013/14 年度（2013 年 8 月～2014 年 7 月）から土木工学部

の対象学年の全クラスにおいて、改訂された新教材を用い

た授業・実習が実施されている。 

                                                   
2 選定科目リスト(1)の新教材の作成過程において、「職業倫理」の科目は新規科目のため他科目とは若干異なるスケジュール

で実施されたが、最終的に全 12 科目において、アウトプット１に係るすべての作業は完了している。 
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1-3 UTT 科学訓練委

員会による改訂教

材の承認 

・ 上述のモデル授業・実習は、UTT の科学訓練委員会の承認

を得て、土木工学部のパイロットカリキュラムとして採用

された。 
・ モデル授業・実習での結果を踏まえて新教材を改訂したあ

と、同教材は 2013/14 年度から UTT の正式なカリキュラム

として承認され、12 科目の学科試験も新教材に対応した内

容の試験で実施された。 
・ 全 12 科目の新教材は、UTT 科学訓練委員会（UTT 講師陣

から成る委員会）、他大学・研究機関の教授等、外部関係

者を含む第 2 承認委員会による 2 段階の承認を経て、2014
年 3 月から 4 月にかけて運輸省傘下の出版社で印刷・製本

されたうえ、現在、公式な教科書として全クラスにおいて

使用されている。 
 

上述の指標結果によると、アウトプット１の指標 1-1、1-2、1-3 とも既に達成されている。

よって、終了時評価時点でアウトプット１は達成されており、選定科目リスト(1)の科目に対

し、内容、講義及び実習方法が改善され、担当講師の能力も向上した。 
 

(2) アウトプット 2：選定された科目リスト(2)の科目に対し、科目の問題点及び改善方法が明

確になる。 
 

指 標 現時点での結果 
2-1 選定科目リスト

(2)に対する改善

計画の策定 

2012 年 4 月～7 月 
・ 選定科目リスト(2)のレビュー及び分析結果を踏まえ、各科

目の担当専門家及び担当 UTT 講師により、全 9 科目の問題

点と改善案が作成された。 
 
2012 年 8 月～2013 年 7 月 

・ 上述の改善案を基に、当該科目を担当している UTT 講師に

より 9 科目の教材が改訂された。 
 
2013 年 8 月以降 

・ 2013/14 年度（2013 年 8 月～2014 年 7 月）から、土木工学

部の全クラスにおいて、9 科目のうち教材改訂が終了した

科目から新教材を使用した講義・実習が順次行われ、そこ

での試行結果を踏まえ、さらに教材が改訂された。 
・ 全 9 科目の改訂教材は、UTT 科学訓練委員会及び第 2 承認

委員会による 2 段階の承認を経て、2014 年 6 月に公式な教

科書として順次印刷・製本される予定。 
 

上述の指標結果によると、アウトプット 2 に係る指標は、2012 年に選定科目リスト(2)の全

9 科目の問題点と改善案が作成された時点で既に達成されている。プロジェクトでは、科目
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リスト(2)に関しても科目リスト(1)と同等の教材改訂活動が追加的に行われており、当初アウ

トプット 2 で計画された以上の成果が発現している。よって、終了時評価時点でアウトプッ

ト 2 は達成されており、選定科目リスト(2)の科目に対し、科目の問題点及び改善方法は明確

になった。 

 
(3) アウトプット 3：講師の能力向上のための企業と連携した研修制度が確立される。 
 

指 標 現時点での結果 
3-1 UTT 講師の教育

能力向上のための

研修内容の開発 

・ 2012 年 12 月 12 日に「ベトナムで必要とする高規格道路（高

速道路を含む）建設技術に対応できる教育の実施能力強化」

をテーマとするセミナーが UTT で開催された。本セミナーに

は運輸省、教育訓練省、COT2、COT3 の代表者のほか、ベト

ナム国内及び海外の建設企業、各大学、技術短期大学、研究

所等の教育・研究機関の関係者等、約 180 名の参加を得た。 
・ 2014 年 3 月 28 日に第 2 回セミナーが開催され、ハノイにあ

る日本商工会議所建設部会メーリングリスト等による呼び

かけにより、日系企業約 10 社を含む約 150 名が参加した。 
・ 2013 年 12 月、UTT は専門家のサポートにより、以下の日系

企業と研修協力に関する覚書または協力協定書を締結した。 
① Fukken & Minami Consultant Co., Ltd.（覚書及び協力協定書） 
② 大有建設株式会社（覚書） 
③ Nikken International Asia Co, Ltd（覚書） 
④ 東急建設株式会社（協力協定書） 

・ 2014 年 3 月、UTT は以下のベトナム企業と研修協力に係る覚

書を締結した。 
① Joint Stock Bridge Co. No. 14 - CIENCO 1 
② CEFICO Construction Joint Venture - CIENCO 8 

 
上述の指標結果によると、指標 3-1 の達成レベルは進行中である。UTT は日系企業と研修

の内容や協力枠組み・手法に関する詳細な計画を含む協力協定書を締結したが、ベトナム企

業との研修内容や時期の調整については、今後より具体化する必要がある。アウトプット 3
に係る企業と連携した研修制度の確立に向けた活動は、プロジェクトの残り期間において引

き続き実施される予定であり、アウトプット 3 はプロジェクト終了までに達成される見込み

である。 

 
３－４ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標の達成状況についても、アウトプットの達成状況と同様、主にプロジェクト

目標に設定された指標から、その達成状況を判断する。 
プロジェクト目標における指標と現時点での結果を以下に示す。 

 
プロジェクト目標：道路・橋梁建設分野において、UTT による現場のニーズに対応した教育の実

施能力が向上する。 
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指 標 現時点での結果 
1. UTT 講師の能力向

上度合 
・ 専門家への質問票・インタビューの結果によると、専門家は UTT

講師陣の一定の能力向上を評価している。選定科目リスト(1)及
び(2)の新教材は、専門家による指導の下、その大部分が UTT 講

師自身により作成されており、これら新教材の質に対するプロジ

ェクト関係者からの評価も高い。 
・ 新教材及び新教材を使用した授業・実習に対する UTT 講師によ

る自己評価では、教材内容の改善度、講義理論の改善度、実習マ

ニュアルの改善度、グループディスカッションの導入、講義方法

の改善度等の評価項目に対し、ほぼすべての項目において、5 段

階評価で上から 1、2 番目の「非常に良い」「良い」との回答であ

った（詳細は、付属資料 2「UTT 講師による自己評価」を参照）。

加えて、UTT 講師陣は教材の改定作業を通じ、実践的かつ新し

い知識の習得を実感しているうえ、視覚教材やメディア装置を 

使用することにより授業における自身のプレゼンテーション技

能についても向上したと認識している。さらに、現場研修の実施

可能性について自ら建設企業にコンタクトを取る講師もおり、自

身の能力のさらなる向上に努める意欲が着実に増している。 
・ 2013/14 年度からの新教材を使用した授業・実習を受講した学生

を対象にしたアンケート結果では、新教材を使用した授業内容に

ついて、12 科目すべてにおいて、ほとんどの学生が 5 段階評価

で上から 1、2 番目の「非常に良い」「良い」と回答し、「不十分」

と回答したのはごくわずかであった（詳細は、付属資料 3「UTT
学生に対するアンケート結果」を参照）。 

2. 建設企業での UTT
講師に対する研修

の実施 

・ 現在までに、UTT 講師に対して以下の日系企業での研修が実施

された。 
① 地質・土質改良に係る OJT 

日程：2014 年 2 月 20 日～23 日、4 月 17～20 日 
研修先企業：Fukken Minami Consultant Co., Ltd. 

② 足場等安全設備に係る OJT 
日程：2014 年 2 月 22 日 
研修先企業：Nikken International Asia Co., Ltd. 

③ 現場管理及び道路建設（アスファルト舗装）に係る OJT 
日程：2014 年 2 月 26 日～28 日 
研修先企業：東急建設株式会社 

④ 多孔質アスファルト技術に係る特別講義 
日程：2014 年 3 月 21 日 
研修先企業：大有建設株式会社 
 

・ ベトナム企業での研修は、覚書を締結した Joint Stock Bridge Co. No. 
14 - CIENCO 1 及び CEFICO Construction Joint Venture - CIENCO 8 で

実施予定であり、終了時評価調査時点において、Joint Stock Bridge 
Co. No. 14 - CIENCO 1 での研修が始まったところである。 
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上述の指標結果によると、指標 1 の達成レベルは順調であり、UTT 講師の能力向上は、講師自

身だけでなく専門家や PMUメンバー、UTTの学生からも十分に認められるところとなっている。

指標 2 の達成レベルは現在進行中であり、プロジェクト終了までにベトナム建設企業での研修が

行われる予定である。よって、プロジェクト目標は所期のプロジェクト期間終了までに達成され

ることが十分に見込まれ、道路・橋梁建設分野における現場のニーズに対応した UTT の教育実施

能力の向上は図られている。 
 
３－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標の達成見込みについても、アウトプットとプロジェクト目標の達成状況と同様、主に

上位目標に設定された指標から、その達成見込みを判断する。 
上位目標における指標と現時点での結果を以下に示す。 

 
上位目標 1：UTT の道路・橋梁建設分野卒業生の高規格道路（高速道路を含む）建設能力が向上

する。 
 

指 標 現時点での結果 
1-1 建 設 業 界 か ら の

UTT 道路・橋梁建設

分野卒業生に対す

る評価の向上 

・ プロジェクトで作成した新教材による授業・実習を受けた UTT 学

生がまだ卒業していないため、本指標に関する情報・データは入手

していない。 

1-2 卒業生からの UTT
の教育内容に対す

る評価の向上 

・ 同上 

 
上述のとおり、指標 1-1 及び 1-2 に関する情報・データは、プロジェクトで作成した新教材を

使用した授業・実習を受けた UTT の学生がまだ卒業しておらず、これらはプロジェクトの終了か

ら 4～5 年後、学生が実際に卒業したあとに得られる。 
ただし、指標 1-2 は達成度を判断する指標として内容が不明確であるため、調査団から同指標

の改訂案として「UTT 学生の習熟度による比較評価（期末試験の成績の比較）」を提示した。 
 
上位目標 2： 他の教育機関（COT2、COT3 等）での道路・橋梁建設分野にかかわる主要科目の教

育の実施能力が向上する。 
 

指 標 現時点での結果 
2-1 他の交通短大にお

ける UTT にて作成

された教材の採用 

・ COT2 及び COT3 とも、選定科目リスト(1)の 12 科目の新教材を UTT
から既に受け取っている。 

・ 2013 年 3 月 8 日～11 日の 3 泊 4 日間で、新教材及び実習マニュア

ルを定着させることを目的として、講師に対する研修が UTT で実

施された。参加者は COT2、COT3 の講師に加え、UTT ハノイ校の

ほか、ヴィンイェン分校とタイグェン分校の講師も参加した。同様

の研修が 2014 年 8 月に COT3（ホーチミン市）において実施され
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る予定であり、COT2 及び COT3 では新年度（2014/15 年度、2014
年 8 月～）から、新教材・実習マニュアルが正式に採用される予定

である。 
2-2 UTT からの教育実

施能力強化に関す

る情報の提供 

・ COT2 及び COT3 は、コンサルタティブ・グループの会合や上述の

研修を通じて、プロジェクト活動やその成果、講師育成のノウハウ

に係る情報等を UTT から入手している。COT2 及び COT3 への質

問票結果では、UTT によるこれらの情報提供に対して両者とも非

常に満足している。 
 

上述の指標結果によると、指標 2-1 及び 2-2 とも終了時評価時点でほぼ達成されており、COT2、
COT3 での道路・橋梁建設分野にかかわる主要科目の教育実施能力の向上は、近い将来に達成さ

れる見込みである。 
 
３－６ 実施プロセス 

本プロジェクトの活動はプロジェクト期間を通して円滑に実施され、ベトナム側・日本側双方

のプロジェクト運営管理体制にも特に問題はなかった。プロジェクトの合同調整委員会の会合は

これまでに 6 回開催され、プロジェクトに係る情報や進捗状況、課題等は合同調整委員会のメン

バー間で適切に共有されている。コンサルタティブ・グループの会合や PMU メンバー、UTT 講

師、専門家間の定期会合も十分な頻度で開催され、必要な情報等は十分に共有されている。2013
年 6 月に実施された本プロジェクトの中間レビュー調査では、アウトプット 1 及び 2 に係る活動

は順調に実施されており、両アウトプットの達成レベルも順調であることが確認された。 
中間レビュー調査において、選定科目リスト(1)のうち、「道路維持運営」「橋梁点検補修」の 2

科目の担当専門家のアサインが少ないことが指摘されたが、中間レビュー調査後、両科目の担当

専門家のアサインが追加され、その後、両科目とも新教材の作成作業は 2014 年 3 月に完了してい

る。 
また、プロジェクト供与機材を適切に管理するためのシステムをつくり、UTT で機材の操作及

び維持管理を担当する技術者を養成することを目的として、「機材運営管理」担当の専門家 2 名、

「機材ソフトウェア研修」担当の専門家 1 名が、第 2 フェーズにおいて追加投入された。 
一方、供与機材の使用に関し、一部の機材はベトナムでは非常に新しいものであるため、機材

自体の使用方法は分かるものの、機材により得られたデータを分析する方法が分からず、ベトナ

ム国内でその方法を知っている専門家にアクセスする手段がないというコメントが UTT 講師か

ら寄せられた。 
 

３－６－１ 効果の発現に貢献した要因 
本プロジェクトの実施において、以下の貢献要因が確認された。 

 
(1) ベトナム側・日本側双方の良好な関係構築 

本プロジェクトの実施においてベトナム側・日本側双方の関係は極めて良好であり、プ

ロジェクトにおけるさまざまな活動は、UTT 講師、PMU スタッフ及び専門家が熱心にか

つ献身的に業務に取り組んだことによって促進された。その協調・協力関係は第 1 フェー
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ズで教材改訂に係るミーティング等を重ねるなかで形成され、プロジェクト活動の円滑な

実施に貢献した。 
 

(2) カウンターパート機関による手厚い運営実施支援 
本プロジェクトはカウンターパート機関である UTT から良好な協力・運営実施支援を得

た。選定科目リスト(1)及び(2)を担当する UTT 講師や PMU スタッフはプロジェクトに専属

的に配置されてはおらず、講師やマネジメント・スタッフとしての彼らの通常業務ももっ

ている。担当講師の多くはプロジェクトで担当している科目以外にも複数の科目の授業を

受け持っており、日々の授業やマネジメント業務で多忙な立場にあるにもかかわらず、プ

ロジェクトの活動に熱心に参加した。さらに、UTT は学長をはじめとする大学全体でプロ

ジェクトに対する手厚い運営実施体制を組んでおり、各スタッフ及び専門家が望ましい環

境下でプロジェクト活動を実施することに大いに貢献した。このように、UTT の本プロジ

ェクトに対する意欲・当事者意識は非常に高く、自発性をもってプロジェクト活動に取り

組んでおり、その一例として、プロジェクト実施において必要となる経費を UTT が適切に

充当していることが挙げられる。加えて、プロジェクトの通訳/翻訳、秘書、業務調整等を

担当しているローカルスタッフが優秀であったことも、プロジェクト活動の円滑な実施に

貢献した。 
 

(3) 公的大学の権限拡大による UTT の広い裁量権の行使 
ベトナムでは近年、市場開放や民営化の促進も相まって、政府が管轄の大学など、公的

教育機関に対してより大きな権限の委譲を行っており、UTT も私立の教育機関のように、

自校のカリキュラムや教育プログラム、講師の能力強化を図るための研修プログラム等を

自由に決められるなど、以前に比べて各教育機関の裁量権が増している。これにより、プ

ロジェクトの決定事項に対する UTT 内の意思決定プロセスが円滑かつ迅速に行われ、プロ

ジェクト活動を深刻な遅延なく円滑に実施することを可能にした。 
 

(4) 適切なプロジェクトデザインの設定 
本プロジェクトは 3 つのアウトプットにより構成されているが、プロジェクトの詳細計

画策定調査の際に、3 年というプロジェクト期間及び専門家の予定投入量等を詳細に勘

案・精査し、そのうえで選定科目リストを(1)と(2)に分類し、それぞれの科目リストに対し

て想定される作業量を丁寧に調整・計画したため、これらのアウトプットはプロジェクト

目標の達成に向けて無理のない構成となっている。加えて、対象地域やターゲットグルー

プの設定に関しても、COT2 及び COT3 がターゲットグループに含まれているものの、プ

ロジェクト活動を実施するうえで、専門家がハノイから COT2 及び COT3 の所在するダナ

ンやホーチミンに赴く必要は基本的になく、活動の多くが UTT の校内で実施できる環境下

で設定されていたため、専門家と UTT 間の良好な関係構築、並びに、円滑かつ効率的なプ

ロジェクト活動の実施に貢献した。 
 

３－６－２ 効果の発現を阻害した要因 
一方、本プロジェクトの実施中、効果の発現に深刻な影響を与えてはいないものの、以下の
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課題が挙がった。 
 

(1) 建設企業における恒常的かつ長期にわたる研修実施の難しさ 
アウトプット 3 に係る活動に関し、UTT は 4 社の日系企業及び 2 社のベトナム建設企業

と講師の研修実施協力に関する覚書及び協定書をそれぞれ締結した。契約の締結に基づき、

実際の研修は日系企業で既に実施されているものの、それらの研修の頻度や期間は限られ

たものとなっている。ベトナム企業での研修は、研修スケジュール等の調整に時間を要し、

現時点で Joint Stock Bridge Co. No.14-CIENCO 1 での実施が始まったところである。UTT 講

師へのインタビューによると、恒常的かつ長期にわたる企業研修実施の必要性を指摘して

おり、また、座学の研修ではなく OJT のように講師が実際の建設現場に直接参加するタイ

プの研修を望む声も多い。UTT マネジメント側も講師のこのようなニーズについては認識

しており、それに対する解決策を模索している。企業での研修は研修先の都合を勘案する

必要があり、UTT 自身の努力で研修の頻度や期間を設定することは難しいため、将来は供

与機材を活用することにより、建設企業からトレーナーを招き、また UTT 講師をトレーナ

ーとして養成し、UTT 自身で講師や学生に対する研修を直接実施できるようにすることな

どを計画している。 
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第４章 評価 5 項目による評価結果 
 
４－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、以下の理由から「高い」といえる。 
 

(1) ターゲットグループのニーズとの整合性 
本プロジェクトは、ターゲットグループである UTT 講師のニーズを満たしている。 
道路・橋梁建設分野を担当する UTT 講師は、担当科目の授業を行ううえでさまざまな困難

を抱えていた。例として、教材内容の質が悪い点や実習機材・設備の不足、講師自身の現場

での実務経験不足などが挙げられる。ベトナムにもともと存在する教科書は版が古く時代遅

れの内容であり、現在の最新技術や実践的な課題に対応していないものがほとんどであった。

UTT 講師は、担当科目の内容を効果的に学生に教えるべく、建設現場の現状に基づきかつ現

在の最新技術にも対応した情報を入手し、自身の教育能力を高めていく必要に迫られていた。 
また、講師だけでなく、UTT 自身も短期大学から大学に昇格したことにより、大学として

組織レベルにおける教育機能の強化を図るために、教育実施能力を向上させるための体制を

構築していくことが求められていた。さらに、UTT だけでなく COT2 や COT3 を含むベトナ

ムの道路・橋梁建設分野における教育訓練機関は、建設市場のニーズを踏まえた人材を養成・

提供することを特に要請されていた。 
本プロジェクトは、選定された科目の教材改訂を行い、講義・実習方法の改善を図るとと

もに、企業と連携した教員研修制度を確立することで現場のニーズに対応した教育の実施能

力向上を図ろうとするものであり、これらのニーズに応えるものである。 
 

(2) ベトナムの国家開発計画・運輸交通セクター関連政策との整合性 
本プロジェクトは、ベトナムの国家開発計画及び運輸交通セクター関連政策に合致してい

る。 
ベトナムの最上位の国家開発計画である「社会経済開発 10 カ年戦略（ 10-year 

Socio-Economic Development Strategy：SEDS）（2011 年～2020 年）」及び「社会経済開発 5 カ

年計画（5-year Socio-Economic Development Plan：SEDP）（2011 年～2015 年）」において、2020
年までの工業国化の達成が掲げられており、同目標に向けてインフラ経済の整備が課題とし

て挙げられている。 
さらに、ベトナムの運輸交通セクターにおける政策のひとつである首相決定の「Decision 

No. 1327/QD-TTg （24 August 2009） on Approval of the Road Transport Development Learning in 
Vietnam 2020-2030」においても、道路・橋梁建設分野におけるあらゆる関係者に対する人材

育成の重要性が明記されている。 
 

(3) 日本の対ベトナム援助政策との整合性 
本プロジェクトは、日本の対ベトナム援助政策に合致している。 
「対ベトナム社会主義共和国 国別援助方針」（2012 年 12 月策定）及び「対ベトナム社会

主義共和国 事業展開計画」（2013 年 5 月策定）において、基本方針として「経済開発と社

会開発のバランスの取れた国づくり支援」が掲げられており、援助重点分野のひとつとして
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「成長と競争力強化」が挙げられている。同重点分野の下、経済成長に伴い増大している運

輸交通需要に対応するため、道路、鉄道、港湾、空港等のハード面の整備を促進する一方、

増大する交通インフラ資産の運営・維持管理に係る人材育成・質の確保、民間部門活用のた

めの制度整備、交通安全対策、長期的視点でのセクター開発戦略の策定等が支援課題として

示されている。 
 

(4) プロジェクトの設計 
第３章「３－６－１ 効果の発現に貢献した要因」の貢献要因(4)でも述べたように、本プ

ロジェクトの内容構成は活動の円滑な実施に貢献しており、プロジェクトデザインは適切で

あったといえる。 
 
４－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は、以下の理由から「高い」といえる。 
 

本プロジェクトの目標は、道路・橋梁建設分野における現場のニーズに対応した UTT の教育実

施能力を向上することである。本プロジェクトは、UTT の教育実施能力の強化に向けて適切な成

果を生み出しているといえる。プロジェクトにより作成された新教材は、初期に行ったベースラ

イン調査により、講師や学生だけでなく企業のニーズも詳細に調べ上げ、UTT 講師と専門家間の

幾度もの協議・改訂プロセスを経て丁寧につくり込まれた。さらに、「職業倫理」の新規科目や「道

路維持運営」「橋梁点検補修」の比較的新しい科目では、既存教材の改訂・焼き直しではなく、も

ともとなかった教材がほぼゼロの状態から作成された。作成された各新教材の内容・品質につい

ては、UTT だけでなく COT2、COT3、運輸省、教育訓練省など、多くのベトナム関係者から好評

を得ており、強く支持されている。 
UTT の組織としての教育実施能力の向上は、UTT 講師個人の能力強化によりなされている。上

述のとおり、ベトナムの道路・橋梁建設分野における既存の教科書は時代遅れの内容であり、各

講師は実際に学生に教える際、教科書とは別の教材を自身で作成しなければならなかった。各講

師は担当科目におけるアカデミックな知識はもっているものの、ほとんどの講師にとって、実際

の建設現場における実務経験はなく、担当科目に関する実践的なノウハウやスキル及び企業のニ

ーズを踏まえた知識を得ることが課題となっていた。UTT 講師は、プロジェクトに参加し、新教

材の作成や企業での現場研修、本邦研修などすべてのプロセスにかかわることによって、学生に

授業を効果的に教えるための実践的で新しいさまざまな知識・ノウハウを得た。 
第３章「３－３ アウトプットの達成状況」で述べたように、アウトプット１及び２に係る新

教材の作成作業は、終了時評価時点よりも早い段階で既に達成された。現在、プロジェクトはア

ウトプット３である、講師の能力向上のための企業と連携した研修制度の確立に向けた活動を展

開中であり、当該アウトプットの達成によりプロジェクト目標は達成される。プロジェクト関係

者へのインタビュー結果によると、UTT 講師個人の能力及び UTT 自体の教育実施能力は、プロ

ジェクトの実施により確実に向上しているとの事実に疑いの余地はなく、本プロジェクトは目標

達成に向けて順調に進んでいる。 
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４－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は、以下の理由から「やや高い」といえる。 
 

第３章「３－１ 投入実績」「３－２ 活動実績」でも述べたように、本プロジェクトでは日

本側・ベトナム側双方から計画どおりに投入がなされ、活動もおおむね計画どおりに実施されて

いる。本終了時評価調査で行ったプロジェクト関係者への質問票及びインタビューの結果を総合

すると、投入の量、質、タイミングともおおむね適切であり、投入された各要素は活動の実施に

もれなく活用され、各アウトプットの達成状況も順調である。 
一方、UTT はプロジェクトによりベトナム国内では有数の機材が供与されており、これらの機

材を最大限に活用していくことが求められている。特に、今後ベトナム企業と連携した研修制度

を確立するにあたり、研修実施の際に供与機材の活用が見込まれ、また、機材貸出等による自己

収入増の可能性もあるところ、残るプロジェクト期間における研修制度の詳細検討段階において

機材をさらに有効活用するための方策を盛り込むことが期待される。 
第３章「３－６ 実施プロセス」で述べたように、本プロジェクトの活動はベトナム側・日本

側双方により適切に運営・実施されたが、プロジェクト活動がほぼすべて UTT のキャンパス内で

実施できたという点が、適切なプロジェクト運営の要因にもなった。専門家はふだん、技術移転

の直接の対象者である選定科目リスト(1)及び(2)担当の 44 名の UTT 講師と容易にコンタクトを取

ることが可能であり、両者の直接的で密なコミュニケーションがプロジェクト活動の円滑な実施

に貢献したといえる。 
 
４－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは、以下の理由から「高い」と見込まれる。 
 

本プロジェクトの上位目標の達成見込みに関し、第３章「３－５ 上位目標の達成見込み」で

も述べたように、現時点で上位目標 2 はほぼ達成され、上位目標 1 も将来的な達成が見込まれる

ことから、プロジェクト終了後の達成に向けて正しい軌道にあるといえる。今後、ベトナムの道

路・橋梁建設分野における関連教育訓練機関の教育実施能力の向上に向けて、ベトナム側がさら

なる努力を継続していくことが期待される。 
本プロジェクトによる政策・制度上のインパクトの事例として、2013 年 11 月 25 日に開催され

た運輸省大臣が議長を務めた会議において、運輸省と UTT との間で合意された通達「Notice No. 
922/TB-BGTVT」のなかで、本プロジェクトの成果を受け、UTT は今後、ベトナムの運輸交通セ

クターにおける教育訓練、研究及びそれらの科学成果への適用に関し、運輸省傘下の教育訓練機

関として中心的な役割を果たすことが明記されている。 
そのほか、以下のとおりプロジェクトによる正のインパクト事例が報告されている。 

 
(1) プロジェクトの間接的受益者である UTT 学生に対するインパクト 

プロジェクトで作成した新教材を使用した授業・実習を受講した学生と、それ以前の授業

を受講した学生の期末試験の成績を比較したところ、選定科目リスト(1)及び(2)の多くの科目

において、新教材を使用した授業・実習を受講した学生の試験結果は「不可」の割合が減少

し、逆に「優良」ないしは「良」の割合が増加した［同結果の比較については、付属資料 1
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「合同評価レポート」（Annex 10）を参照］。 
 

(2) UTT と日本の大学との協力関係の構築 
2012 年 6 月に実施されたマネジメントクラスを対象にした本邦研修をきっかけとして、研

修先として協力していた日本大学理工学部社会交通工学科と UTT 土木工学部との間で、今後

の両者の交流・協力活動を約束した学術交流協定書が 2012 年 7 月 17 日に締結された。その

後、2014 年 1 月から両者による交流活動が具体的に進んでいる。 
 

他方、環境や社会配慮面などを含め、本プロジェクトによる負のインパクトは報告されておら

ず、今後もプロジェクトによる負のインパクトが生じることは考えにくい。 
 
４－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性は、以下の理由から「高い」と見込まれる。 
 

(1) 政策・制度面 
ベトナムにおいて道路・橋梁建設分野における人材育成の強化は、国の運輸交通セクター

における健全な開発を進めていくうえで重要な戦略のひとつと考えられている。また、現在

の道路・橋梁建設分野の開発に関する政策においても、大学、短期大学、職業訓練校を含め

た関連教育訓練機関の教育能力や訓練機能を強化することが、開発のうえで重要な要素のひ

とつであると明記されている。このような背景から、UTT の教育実施能力の強化は今後も引

き続きベトナム政府により支持されることが見込まれる。さらに、上述のインパクトのとお

り、UTT は今後、ベトナムの運輸交通セクターにおける教育訓練機関として中心的な役割を

果たしていくこととされているため、運輸省による政策的支援も見込まれる。 
 

(2) 組織・体制面 
UTT マネジメント部門の強力なリーダーシップに加え、プロジェクトを通じ UTT の講師

自身が教材の改定について十分な知識を得たこと、さらに UTT の講師が当該知識・スキルを

もって COT2 及び COT3 への教材改定に関するセミナー等を開催し、既に自律的に技術移転

を進めていることなどから、プロジェクト終了後は、PMU を維持せずとも、UTT が自身の

教育実施能力の強化に向けた活動を継続していくことは十分可能であると考えられる。 
 

(3) 財務面 
UTT の今後の教育実施能力の強化に係る財政面の見通しは明るい。UTT の予算は主に授業

料と運輸省からの補助金で成り立っているが、これらの財源は安定しており、本プロジェク

ト実施のための費用として UTT からは約 4,000 万円が支出され、プロジェクト期間を通して

予算不足に関する問題は生じなかった。UTT のマネジメントサイドへのインタビュー結果に

よると、今後も UTT の通常予算内で教材改訂や企業での研修を実施していくことは可能であ

り、また、UTT は既にプロジェクト供与機材を今後適切に維持管理していくために必要な予

算も用意している。さらに、今後は大学の通常予算に加え、建設企業と共同プロジェクトを

実施し、その際に企業に機材を貸し出すことにより得られる貸出料も必要に応じ維持管理費
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用に充当する計画である。運輸省も、プロジェクトで作成された教科書等を COT2 及び COT3
を含む傘下の 19 の教育訓練機関に配付すべく、来年度の予算に一部組み込む予定である。 

 
(4) 技術面 

UTT 講師は、科目リスト(1)及び(2)の改定作業を通じ、問題点の抽出と分析、改善案の検

討と実践を経験し、これに関する技術移転を受けている。とりわけ科目リスト(2)については、

講師が中心となって改定作業を進めたことから、講師は今後必要に応じて現教材を独自に改

定していくことは可能であると考えられる。彼らはプロジェクトで作成した 3 年制コースの

教材の改定だけでなく、5 年制コースの教材についても今後改訂することを計画している。

しかしながら同時に、UTT 講師は依然として、実際の建設現場における実務的な経験を通じ

担当科目に関する実用的な知識の習得を継続することが必要であるため、今後も建設現場に

直接足を踏み入れ、実地経験の機会をもつことが重要である。 
 

(5) 機材の維持管理 
プロジェクト供与機材の今後の維持管理について、UTT では台帳にてこれらを管理してお

り、いくつかの機材については自発的にガイダンスブック（活用方法、利用手順指導書）を

作成している。加えて、UTT はマネジメント部門からの指導の下、機材の年間使用計画及び

必要経費も含む年間維持管理計画も作成しており、機材の操作・維持管理を担当する専用技

術者がそれらの計画に沿って機材を管理する体制になっている［これらの計画については、

付属資料 1「合同評価レポート」（Annex 11）を参照］。よって、供与機材は UTT により今後

も適切に維持管理されると考えられる。 
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第５章 結論及び提言 
 
５－１ 結 論 

本終了時評価調査における上述の検証の結果、ベトナム側・日本側双方の努力、とりわけプロ

ジェクトにおける UTT の熱心かつ真摯な貢献により、本プロジェクトは成功裡に実施され、良好

な成果を得ていることが確認された。本プロジェクトは終了までにプロジェクト目標が達成され

ることが見込まれ、終了後の上位目標の達成に向けても正しい方向性にあるといえる。また、評

価 5 項目においても良好な結果を示している。よって、プロジェクトは当初の予定どおり 2014
年 9 月に終了する。 

UTT は今後、ベトナムにおける運輸交通セクターの教育訓練機関として中心的な役割を果たす

ことが求められているため、今後もプロジェクトによる成果を最大限に活用し、引き続き研鑽し

ていくことが望まれる。 
 
５－２ 提 言 

本調査結果に基づき、調査団は以下のとおり提言を行った。 
 

(1) 供与機材の十分な活用による建設企業との連携促進 
UTT は講師により多くの建設現場経験の機会を与えるために、運輸省による政策的支援の

下、供与機材の活用による建設企業との共同作業など、今後も企業との連携を積極的に図っ

ていくことが望まれる。 
 

(2) 一部の供与機材から得られるデータに対する分析能力の向上 
供与機材を有効に活用するために、機材管理専門家からの技術移転を通し、UTT 講師及び

機材専用の技術者に対して機材の活用法に係る実践的な訓練を行うことが望まれる。 
 

(3) PDM の改訂 
現行の PDM（version 1.2）に対し、上位目標１の指標 1-2 の内容をより明確化させるため、

現行の指標「卒業生からの UTT の教育内容に対する評価の向上」を「UTT 学生の習熟度に

よる比較評価（期末試験の成績の比較）」に変更した改訂 PDM 案（version 1.3）を提示する。 
 
５－３ 教 訓 

本プロジェクトの実施により、以下の教訓を得た。 
 

(1) プロジェクト開始後の指標の設定 
本プロジェクトの PDM に関し、各アプトプットやプロジェクト目標等の設定自体に問題

はなかったものの、各アウトプットやプロジェクト目標、上位目標の達成度をより正確に把

握するため、中間レビュー及び終了時評価調査において一部指標の改訂が行われた。詳細計

画策定調査時にその後のプロジェクトをとりまく状況の変化を踏まえた明確な指標を設定す

ることは難しい側面もあるところ、指標設定に関しては、プロジェクト開始後にカウンター

パート機関の実際の組織運営能力や現場状況等をも踏まえたうえで、専門家及び相手国側に
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て、プロジェクト目標やアウトプットの達成度を測る基準としてどのような指標が適切であ

るのかを十分に議論・検討しつつ、都度練り直しを行うことが望ましい。 
 

(2) 適切なプロジェクトデザインの設定 
本プロジェクトでの極めて良好な結果は、「３－６－１ 効果の発現に貢献した要因」で

も述べたように、カウンターパート機関がプロジェクトに対して非常に熱心に協力的に取り

組んだこと、並びに、プロジェクトの目標・成果・活動内容等がカウンターパート機関の実

際の能力から乖離しておらず、現実的で至極妥当な内容であったことなどが大きな要因であ

る。 
プロジェクトの実施いかんを判断する際には、カウンターパート機関の自発性や能力、財

政状況を厳正に見極めること、また、詳細計画策定時には、相手国やカウンターパート機関

の能力を超えた過大な計画内容とならないよう、現状と将来像を見据えた無理のない目標設

定を行うことが重要である。 
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第６章 団長所感 
 
 ベトナムにおいては、大規模インフラの建設が相次いで実施されており、インフラの構築に伴

い、維持管理・補修に係る事業量も比例的に増していくことから、現在のタイミングで、施工に

直接かかわる人材を輩出する交通技術大学［UTT（プロジェクト開始当時は短大）］に対し、教育

能力強化プロジェクトを実施したことは効果的であったと考える。本プロジェクトに呼応する形

で、2013 年にはベトナムで事業を展開する日系建設事業者 4 社（Fukken Minami、大有建設、Nikken 
International Asia、東急建設）、現地建設業者 2 社が、UTT と覚書等を締結し、同大学講師に対し

OJT の機会を提供するようになったことからも、技術力のある人材の需要が高まっていることが

分かる。UTT 学長からも、講師陣が現場経験を積む機会をもつことの重要性の発言がなされ、当

方からも日本が建設事業の技術力を高めることができた理由のひとつとして、産官学の連携によ

る人材の異動が日常的に行われていることを説明し、UTT 講師陣がさらなる OJT により現場工事

の経験を積み、また建設業界と良好な関係をもつよう提案を行った。 
 本プロジェクトの教材で学習した UTT 学生が社会に出るのは来年度以降となるが、彼らが就職

先やベトナムでの建設業界でどのような評価を受けるか注視していきたい。また、彼らが日系企

業に就職し、事業の発展に貢献すれば、ベトナムのみならず日本にも少なからずの裨益をもたら

すことから、彼らの就職動向や日系企業への就職支援についても、事務所にてできる限りのサポ

ートをしていただけることを期待する。 
 また、本プロジェクトで供与した機材については、各研究・実習室に、装備機材の取り扱い方

法、使用規定等が張り出されており、またすべての取り扱い説明書が独自にベトナム語訳される

など、現在のところ使用方法に問題はないと思われる。先方には、すべての機材が良好な維持管

理の下、有効活用されることを依頼し、了解を得ている。 
 先方からは、本プロジェクト成果の他大学への展開、UTT（5 年制カリキュラム）に対応する

ための次期プロジェクトの要望がなされた。当方からは、本プロジェクトが当初目的を達成する

見込みであることと、自助努力によるプロジェクト効果の維持・発展を望む旨回答しているが、

上述のとおり、卒業生の業界からの評価等も考察し、知識の不足がある分野や、他都市での展開

を望む声が業界からも挙がる場合、次期プロジェクトを検討する必要が生じることも考えられる。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

付 属 資 料 

１．協議議事録（M/M）：合意文、合同評価レポート、PDM 

２．UTT 講師による自己評価（英文） 

３．UTT 学生に対するアンケート結果（英文） 

４．専門家向け質問票（和文） 

５．評価グリッド（和文） 
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Feedback from Lecturers 
 
1. Improved level of knowledge and skills of lectures for subjects  
 
1.1 Theoretical Knowledge 

1.1.1  Results after training in Japan 
1.1.2  Results after the site visits in Vietnam 
1.1.3  Improvement level to the subject 

1.2 Practical Knowledge 
1.2.1  Results after training in Japan 
1.2.2  Results after the site visits in Vietnam 
1.2.3  Improvement level to the subject 

 

70 75

0

30 35
25

30 25

57

50 34
75

0 0

43

20
31

0

0%
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80%

100%
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Very good Good Satisfactory Fair Poor
 

Improved level of knowledge and skills of lectures for subjects 
 
 
2. Improved level of skills of lecturers in development of teaching material content  
 
2.1 Teaching book/textbook 
2.2 Practical Manual 
2.3 Slideshow presentation with Powerpoint 
2.4 Audio-video Materials 
2.5 Class exercises 
2.6 Homework / projects 
2.7 Examination 
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Improved level of skills of lecturers in development of teaching material content 
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3. Improved level of teaching methods of lecturers  
 
3.1 Preparation 
3.2 Starting 
3.3 Session organization 
3.4 Presentation 
3.5 Teaching aid materials 
3.6 Use of Case study 
3.7 Group discussion 
3.8 Class exercises 
3.9 Laboratory exercises / practices on Site 
3.10 Learning environment 
3.11 Time distribution 
3.12 Interaction with students 
 
 

23 30 25 33
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Improved level of teaching methods of lecturers 
 
 
4. Improved level of lecturers in utilization of teaching aid equipment  
 
4.1 Teaching Aids (computers, projectors, a foreign language Labs, etc.) 
4.2 Laboratory equipment 
4.3 Site equipment 
4.4 Software 
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Improved level of lecturers in utilization of teaching aid equipment 
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Feedback from Students (Class period: August 2013 - June 2014) 
 
1. Syllabus  
 
1.1 Did the Lecturer explain fully the contents of the Syllabus and the expectations from the Students? 
1.2 Objectives: In your opinion, do the Chapter/Unit contents of the Subject meet the knowledge and skills objective of the Syllabus? 

1.2.1  On the Overall?   1.2.2  For each Chapter? 
1.3 Do the examinations/tests cover the topics that have been discussed in the lectures? 
 

98 99 96 97
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Practical Subjects 
 
1.4 On the overall, how do you rate the contents of this Subject? 

1.4.1  Knowledge/Theory   1.4.2  Skills/Practice 
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Practical Subjects 
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1.5 On the overall, how do you rate the time distribution of this Subject? 
1.5.1  Knowledge/Theory   1.5.2  Skills/Practice 
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Theory Subjects 
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Practical Subjects 
  
1.6 How do you assess the form of examination/evaluation used to evaluate Student’s performance? 

1.6.1  Knowledge/Theory   1.6.2  Skills/Practice 
 

53 58

43 34

4 8
0 0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1.6.1 1.6.2

Very suitable Acceptable

Not sufficient Not suitable
 

Theory Subjects 
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2. Teaching materials  
 
2.1 How do you assess the quality and contents of teaching materials for this Subject?  

2.1.1  Textbook   2.1.2  Practicum Manual   2.1.3  Audio-video Materials   2.1.4  Powerpoint Presentation   2.1.5  Software/Program Used 
2.1.6  Classroom Exercises   2.1.7 Field Exercises   2.1.8 Homeworks/Projects 
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Practical Subjects 
 
2.2 Teaching Aids (Powerpoint Presentations, Illustrations, Models and Audio-Video Materials)   

2.2.1  Are these teaching aids relevant to the topic being discussed by the Lecturers?    2.2.2  Are these teaching aids easy to understand?  
2.2.3  Do these teaching aids covey what the Lecturers want to say? 
2.2.4  Are the information contained in the teaching aids sufficient to explain the topic?   2.2.5  Do these teaching aids serve its purpose?  
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Theory Subjects 
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2.3 How do you assess the classroom exercises and field/laboratory practice materials for this Subject? 
2.3.1  Are the contents of the classroom exercises sufficient to practice the application of the topic covered? 
2.3.2  Is time allocated sufficient to complete the classroom exercise? 
2.3.3  Are the contents of the field/laboratory practice sufficient to attain the skills required on the topic? 
2.3.4  Is time allocated sufficient to complete the field/laboratory practice? 

 

40
28

42 36

35
45

40
36

20 24 16
24

5 2 2 30 1 0 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2.3.1 2.3.2 2.3.3 2.3.4

Very good Good Satisfactory

Less satisfactory Unsatisfactory
 

Theory Subjects 

 

 
 
3. Teaching aids and equipment  
 
3.1 How do you assess the quality and quantity of teaching equipment/facilities for practice of this Subject?  

3.1.1  Teaching Equipment (Computer, LCD projector, etc.)   3.1.2  Laboratory Equipment   3.1.3  Field Practice Equipment 
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3.2 Did you gain enough practice/use of equipment to have confidence when required to perform the same task on site? 
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Practical Subjects 
 
3.3 How much explanation and instruction did you receive on how to use the equipment provided for this Subject? 
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3.4 Is the purpose of using the equipment clear to you? 
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4. Teaching methods and presentations of lecturers  
 
4.1 How do you assess the preparation for this Subject?  

4.1.1  Lecture Notes/Hand-outs   4.1.2  Practicum Manual   4.1.3  Video Materials   4.1.4  Powerpoint Presentation 
4.1.5  Software/Program Used   4.1.6  Classroom Exercises   4.1.7  Field Exercises   4.1.8  Homeworks/Projects 
4.1.9  Learning Environment (Classroom, equipment, facilities, etc.) 
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4.2 How do you assess the Lecturer’s teaching method and presentation for this Subject?  
4.2.1 Start-up and Motivation: The Lecturer states the syllabus objectives, topics to be covered and evaluation method very clearly before each 

session. 
4.2.2 Session Organization: The topic and the flow of discussion is clear and logical following the syllabus. The topics are well covered with lecture 

materials explaining the topic clearly. 
4.2.3 Lecturer’s Presentation: The Lecturers explain the topics skillfully in a clear, interesting, easy to understand and direct to the point manner. 
4.2.4 Lecturer’s Use of Visual Aids: The Lecturer use powerpoint presentation, videos and visual example to simplify the topic, make it more 

interesting, easy to imagine and understand in both theory and application. 
4.2.5 Use of Practical Example: Practical examples to relate the theory and practice with its physical meaning are effectively used by the Lecturer. 
4.2.6 Class Discussion: The Lecturer effectively facilitates class discussion and encourages students’ participation to draw ideas, questions and 

comments from them during class lectures. 
4.2.7 Classroom Exercises: Classroom exercises prepared by Lecturer are clear and enable the students to have sufficient practice to attain the 

objective knowledge in theory and understand its practical application effectively. 
4.2.8 Field Practice/Laboratory Practice: Practical exercises in the field or laboratory prepared by Lecturers are clear and give students actual hands-on 

to field/laboratory equipment and enable them to have sufficient practice to attain the objective skills. 
4.2.9 Assistance in Exercises and Practice: The Lecturer exerts effort to guide and assist the students in performing the classroom exercises and 

field/laboratory practice 
4.2.10 Learning Environment: The Lecturer maintains an approachable learning environment by encouraging students to give their opinions and 

comments. 
4.2.11 Time Distribution: The Lecturer efficiently uses time to balance lecture presentation with examples, practice and discussions. The scheduled 

topics are well covered in most sessions. 
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4.3 How do you assess the Lecturer’s evaluation and examination method of students for this Subject?  
4.3.1 Evaluation Method and Criteria: The Lecturer clearly states the method of evaluation for the subject with the students understanding 

requirements and their responsibilities to pass the subject. 
4.3.2 Knowledge Examination (Theory): The Lecturer prepares the examination which covers topics that were taken up within the subject syllabus. 

The questions and problems are developed to determine the student performance to attain the syllabus objective. 
4.3.3 Practical Examination (Skills): The Lecturer prepares the examination which covers topics that were taken up within the subject syllabus. The 

questions and performance to attain the syllabus objective. 
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質問票（プロジェクト管理者用） 

 
 
 ご回答は、回答欄の（     ）の部分に直接ご記入下さい。 
 ご回答は箇条書き等、要点を簡単にご記入いただく形で構いませんので、現地でのインタビ

ューの際に、ご回答内容について補足でご説明をお願いいたします。 
 

率直なご意見・ご提案をいただけますと幸いです。 
 
 
(1) PDM に記載されている活動は、計画通り実施されていますか。追加した活動または何らか

の理由により削除した活動があれば、お書き下さい。 
      
 
(2) 成果 3（企業研修制度の確立）に係る活動を進めていく上で、専門家及びカウンターパート

（各選定科目担当の講師、PMU）の実施体制を簡単にご説明下さい。 
      
 
(3) プロジェクト全体の実施体制について、特に問題はありませんか。 
      
 
(4) ベトナム側関係者とのコミュニケーションにおいて、問題はありませんか。 
      
 
(5) JICA 現地事務所・本部とのコミュニケーションにおいて、問題はありませんか。 
      
 
(6) カウンターパートのプロジェクトに対する認識・理解度・オーナーシップは高いと思います

か。また、プロジェクトへの参加度合いはどうですか。 
      
 
(7) カウンターパートは適切な機関・部署・人員が配置され、それぞれの人数、配置状況、能力

等は適切だと思いますか。他にプロジェクトへの協力・連携が必要とされる機関・部署・人

員はありますか。 
      
 
(8) プロジェクトを実施する上で、円滑な業務遂行に貢献している要因はありますか。 
      
 
(9) 反対に、プロジェクトの実施過程で生じている問題はありますか。あるとしたらその原因は

何ですか。 
      
 
(10) プロジェクトのアプローチ・デザイン（PDM）は、プロジェクト目標や上位目標を達成する

ための手段・方法として適切であると思いますか（PDM の構造に何か問題があれば、お書

き下さい）。 
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(11) プロジェクトの技術移転・能力強化のターゲットグループとして、UTT の担当教官は適切で

あると思いますか。他にターゲットグループとして必要なグループ・人員はいますか。 
      
 
(12) プロジェクト目標や成果の達成に向けて貢献している要因があれば、お書き下さい。また、

ベトナム機関や他ドナーによるプロジェクト等との相乗効果の例があれば、併せてお書き下

さい。 
      
 
(13) 反対に、プロジェクト目標や成果の達成に向けての阻害要因があれば、お書き下さい。 
      
 
(14) 専門家の派遣人数、専門分野、派遣時期等はそれぞれ適切だと思いますか。 
      
 
(15) 供与機材の種類、量、設置時期、使用頻度はそれぞれ適切だと思いますか。 
      
 
(16) プロジェクトのローカルコスト（現地業務費等）は適性規模だと思いますか。 
      
 
(17) ベトナム側のコスト負担は適性規模だと思いますか。 
      
 
(18) プロジェクトの成果・目標以外に、計画時に予期していなかったプラスのインパクトの事例

はありますか。 
      
 
(19) プロジェクトの実施により、計画時に予期していなかったマイナスのインパクトの事例はあ

りますか。 
      
 
(20) ベトナム側の供与機材の維持管理体制について、問題はありませんか。 
      
 
(21) プロジェクト終了後の持続性を確保し、上位目標を達成するために、プロジェクト実施中に

やっておくべき点、強化すべき点はありますか。 
      
 
(22) その他、プロジェクト全体に関して気付いた点や提案等、何かございましたら自由にお書き

下さい。 
      
 

以上 
ご協力ありがとうございました。 
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質問票（各選定科目担当専門家用） 

 
 
 ご回答は、回答欄の（     ）の部分に直接ご記入下さい。 
 ご回答は箇条書き等、要点を簡単にご記入いただく形で構いません。 
 現地でインタビューの機会がある専門家には、ご回答内容について、現地で補足のご説明を

お願いする場合があるかもしれませんが、その際はよろしくお願いいたします。 
 

率直なご意見・ご提案をいただけますと幸いです。 
 
 
お名前       ご担当       
 
1. 担当分野に関する質問 

 
(1) 担当科目のカウンターパート 2 名は、それぞれ教材改善等の作業にどのくらいの頻度で参加

していましたか。また、彼らの参加度合いは十分であると思いますか。 
      
 
(2) 担当カウンターパートの技術レベル（教科に対する知識、教材の改善作業、講義の進め方等）

について、プロジェクト終了後、カウンターパート自身で改善作業等を実施していく能力が

備わっていると思いますか。 
      
 
(3) 担当カウンターパートへの技術移転について、まだ足りない点があるとすれば何を強化して

いく必要がありますか。 
      
 
(4) 1 年次でのモデル授業を踏まえ、今後の更なる教材の改善作業を実施する上で、懸念・留意点

等あればお書き下さい。 
      
 
(5) カウンターパートの技術レベルの向上や、その他プロジェクトの実施により生じた効果につ

いて、期待していた以外に見られた効果がありましたら挙げて下さい。 
      
 
2. プロジェクト全体に関する質問 

 
(1) プロジェクトの目標や成果の達成に向けて貢献している要因、活動を実施する上で円滑な業

務実施に貢献している要因がありましたら挙げて下さい。 
      
 
(2) 反対に、プロジェクトの目標や成果の達成に向けての阻害要因、プロジェクトの実施過程で

生じている問題がありましたら挙げて下さい。 
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(3) プロジェクト終了後の持続性を確保するために、プロジェクト実施中にやっておくべき点、

強化すべき点はありますか。 
      
 
(4) ベトナムにおいて道路・橋梁建設分野の人材を育成・強化していくために、今後何が必要で

あるか、または何を強化すべきであると思われますか。 
      
 
(5) その他、プロジェクト全体に関して気付いた点や提案等、何かございましたら自由にお書き

下さい。 
      
 

以上 
ご協力ありがとうございました。 
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「ベトナム社会主義共和国高速道路建設事業従事者養成能力強化プロジェクト」終了時評価調査・評価グリッド 

 
１．プロジェクトの実績 

項目 内 容 指標等 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

上位目標 1. UTT の道路・橋梁建設分野卒業

生の高規格道路（高速道路を含

む）建設能力が向上する。 

1-1 UTT の道路・橋梁建設分野の卒業生に

対する建設業界からの評価の向上 
- UTT の道路・橋梁建設分野の卒業生に対

する建設業界による評価内容 
- UTT 卒業生の建設企業への就職状況 

- ベースライン調査結果レビュー 
- PMU インタビュー 

1-2 UTTの教育内容に対する卒業生の評価 UTTの教育内容に対する卒業生による評価

内容 
- ベースライン調査結果レビュー 

2. 他の教育機関（COT2、COT3 等）

での道路・橋梁建設分野にかかわ

る主要科目の教育実施能力が向

上する。 

2-1 他の交通短大における UTT で作成さ

れた教材の採用 
COT2、COT3 での新教材の採用状況 - COT2、COT3 質問票 

2-2 UTTから教育実施能力強化に関する情

報の提供 
UTT から COT2、COT3 への情報提供や両

者の協力・連携構築の状況 
- COT2、COT3 質問票 
- PMU インタビュー 

プロジェ

クト目標 
道路・橋梁建設分野において、UTT
による現場のニーズに対応した教育

の実施能力が向上する。 

1. UTT 講師の能力強化レベル 
（中間レビューでの改訂指標） 

UTT講師による自己評価、学生による評価、

JICA 専門家による評価（UTT 講師の教科

知識・教授法に関する変化、モデル授業・

実習を受講した学生の理解度・成績の変化

等） 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 学生の試験結果レビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

2. 建設企業における UTT 講師用の研修

の実施 
（中間レビューでの改訂指標） 

UTT講師を対象にした企業研修の実施状況 - プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

成 果 1. 選定された科目リスト(1)の科目

に対し、内容、講義及び実習方法

が改善され、担当講師の能力が向

上する。 

1-1 ベースライン調査での分析結果に基づ

く新しい教材の作成 
（中間レビューでの改訂指標） 

ベースライン調査の分析結果に基づき作成

された新教材 
- プロジェクト報告書レビュー 

1-2 選定科目リスト(1)につき、UTT 講師に

よる新しい教材及び供与機材を使用し

たモデル授業・実習の実施 
（中間レビューでの改訂指標） 

選定科目リスト(1)の計 12 科目において、

新教材を使用して行われたモデル授業・実

習 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

1-3 UTT科学訓練委員会による新しい教材

の承認 
（中間レビューでの改訂指標） 

UTT科学訓練委員会による新教材の承認状

況 
- プロジェクト報告書レビュー 
- PMU インタビュー 

2. 選定された科目リスト(2)の科目

に対し、科目の問題点及び改善方

法が明確になる。 

2-1 選定科目リスト(2)の改善案の作成 
（中間レビューでの改訂指標） 

選定科目リスト(2)の計 9 科目の改善案 - プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 
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項目 内 容 指標等 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

3. 教員の能力向上のための企業と

連携した研修制度が確立される。 
3-1 UTT講師の教育能力向上のための研修

内容の開発 
（中間レビューでの改訂指標） 

建設企業と連携した研修の実施体制・内容 - プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

投 入 日本側投入 日本側の投入計画 
- 専門家派遣：総括、建設材料、測量学、

鉄筋コンクリート、橋梁点検補修、道

路建設（路体）、道路建設（舗装）、道

路維持運営、現場管理、職業倫理、土

木英語 
- 機材供与：暫定リストに基づきプロジ

ェクト開始後に決定 
- 本邦研修 
- セミナー等の開催 

日本側の投入実績（計画外の投入も含む） - プロジェクト報告書レビュー 

ベトナム側投入 ベトナム側の投入計画 
- カウンターパート配置： 

Counterpart Personnel、
Administrative Personnel (PMU)、
Consultative Group 

- 執務環境の整備 
- 活動に必要な経費 

ベトナム側の投入実績（計画外の投入も含

む） 
- プロジェクト報告書レビュー 
- PMU インタビュー 

外部条件 成果達成への外部条件 1. 技術移転を受けた講師が勤務し続け

る。 
2. 建設企業の協力が得られる。 

満たされていない外部条件 - プロジェクト報告書レビュー 
- PMU インタビュー 
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２．実施プロセス 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

活動の実

施状況 
活動はそれぞれ計画どおりに実施

されているか。 
- 各成果に関する活動計画と現時点での

活動実績との比較 
- 追加・中止された活動の有無、その理

由 

- PDM 記載の活動計画 
- 活動実績（計画外の活動も含む） 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 

プロジェ

クトのマ

ネジメン

ト体制 

プロジェクトのマネジメント体制

に問題はないか。 
プロジェクトの実施体制は、プロジェク

トを効果的・効率的に運営するのに十分

であるか。 

プロジェクトの実施体制 - 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

プロジェクト全体のモニタリング

は適切になされているか。 
- 合同調整委員会（JCC）は計画どおり

定期的に開催されているか。 
- コンサルタティブ・グループ報告会は

計画どおり定期的に開催されている

か。 
- 定例会議は計画どおり定期的に開催さ

れているか。 
- そのほか、定期・不定期に実施されて

いるモニタリング活動の有無 

- JCC の開催実績・参加者・内容 
- コンサルタティブ・グループ報告会の

開催実績・参加者・内容 
- 定例会議の開催実績・参加者・内容 
- その他モニタリングの実績 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

専門家とベトナム側関係者間のコ

ミュニケーションは適切か。 
専門家とUTT関係者間のコミュニケーシ

ョンにおける問題の有無 
専門家と PMU 及び各選定科目担当講師

間のコミュニケーション上の問題 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

相手国の

プロジェ

クトへの

関与 

ベトナム側実施機関のプロジェク

トに対する認識は高いか。 
- UTT は主体的にプロジェクト活動に

関与しているか。 
- UTT はプロジェクトの進捗状況・課

題・目標等を十分に理解しているか。 

- PMU のプロジェクト活動への参加度

合い 
- PMU のプロジェクトに対する理解度 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

ベトナム側の適切な実施機関・人

員がカウンターパートとして配置

されているか。 

- 適切な機関・部署・人員が PMU 及び

選定科目担当講師として配置されてい

るか。 
- 他にプロジェクトへの協力・連携が必

要とされる機関・部署・人員はあるか。 

UTT の PMU 担当者及び各選定科目担当

講師の選定に関する関係者の意見 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

ターゲットグループのプロジェク

トへの参加度合いやプロジェクト

に対する認識は高いか。 

ターゲットグループ（各選定科目担当講

師）はプロジェクト活動に十分参加して

いるか。 

各選定科目担当講師のプロジェクト活動

への参加度合い 
- 専門家インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

実施上の

問題点 
プロジェクトの実施過程で生じて

いる問題はあるか。あるとしたら

その原因は何か。 

プロジェクト実施上の課題・問題点の有

無 
プロジェクト実施上の問題及びその原因 - 専門家インタビュー 

- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 
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３．評価５項目 

妥当性 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

必要性 プロジェクトはターゲットグルー

プのニーズに合致しているか。 
プロジェクト開始以後、各選定科目担当

講師の能力強化に係るニーズに変更はな

いか。 

各選定科目担当講師の能力強化に対する

ニーズ 
- 詳細計画策定調査報告書レビ

ュー 
- 選定科目担当講師インタビュ

ー 
優先度 プロジェクトはベトナムの開発政

策に合致しているか。 
プロジェクト開始以後、ベトナムの国家

開発政策及び運輸交通セクター関連政策

に変更はないか。 

ベトナムの国家開発計画・運輸交通セク

ター関連政策 
- 「社会経済開発 10 カ年戦略（10-year 

Socio-Economic Development 
Strategy: SEDS）」（2011～2020 年） 

- 「社会経済開発 5 カ年計画（5-year 
Socio-Economic Development Plan: 
SEDP）」（2011～2015 年） 

- 「Decision No. 1327/QD-TTg (24 
August 2009)」 

- 詳細計画策定調査報告書レビ

ュー 
- 運輸省インタビュー 

プロジェクトは日本の援助政策に

合致しているか。 
プロジェクト開始以後、日本の対ベトナ

ム国援助方針に変更はないか。 
日本の対ベトナム援助方針 
- 「対ベトナム社会主義共和国 国別援

助方針」（2012 年 12 月策定） 
- 「対ベトナム社会主義共和国 事業展

開計画」（2013 年 5 月策定） 

- 詳細計画策定調査報告書レビ

ュー 
- 日本の対ベトナム援助方針レ

ビュー 

手段とし

ての適切

性 

プロジェクトは相手国の対象分

野・セクターの開発課題に対して

効果を上げる戦略として適切か。 

- プロジェクトのアプローチ・デザイン

は、プロジェクト目標や上位目標を達

成するための手段・方法として効果的

であるか。 
- PDM の矛盾・問題点の有無 

- プロジェクトのアプローチ・デザイン

に対する関係者の評価 
- PDM 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

ターゲットグループの選定は適切

か。 
- ターゲットグループとして、UTT の各

選定科目担当講師の選定は適切である

か。 
- ほかにターゲットグループとして必要

なグループ・人員はあるか。 

ターゲットグループ選定における関係者

の意見 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 

ターゲットグループ以外への波及

性はあるか。 
プロジェクトの活動は、他のターゲット

グループ・地域等にも応用することが可

能か。 

関係者の意見 - 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 
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有効性 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

プロジェ

クト目標

の達成見

込み 

プロジェクト目標は終了までに達

成される見込みがあるか。 
プロジェクト目標の指標 プロジェクト目標の指標結果 上記「１．プロジェクトの実績」

の「プロジェクト目標」と同じ 
プロジェクトの実施によって、タ

ーゲットグループ/受益者は適切な

便益を受けることができたか。 

各選定科目担当講師及び道路・橋梁建設

分野の学生は、プロジェクトによる便益

を受けたか。 

各選定科目担当講師による評価 - 選定科目担当講師インタビュー 

因果関係 アウトプットはプロジェクト目標

を達成するのに十分か。 
- プロジェクト目標の達成は、アウトプ

ットの結果もたらされることが見込め

るか。 
- アウトプット以外のプロジェクト目標

達成に向けての貢献要因の有無 

- 成果の達成度 
- 貢献要因 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

プロジェクト目標の達成を阻害す

る要因はあるか。 
- プロジェクト目標達成に向けての阻害

要因の有無 
- 阻害要因に対して何か対策がとられて

いるか。 

- 阻害要因 
- 阻害要因に対してとられた対策例 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

 
効率性 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

アウトプ

ットの達

成度 

アウトプットの達成状況は適切

か。 
成果 1～3 の指標 成果 1～3 の指標結果 上記「１．プロジェクトの実績」

の「成果」と同じ 

因果関係 投入・活動はアウトプットを産出

するのに十分か。 
- アウトプットの達成は、活動の実施に

よりもたらされているか。 

- 投入・活動に過不足はないか。 

- 投入実績 
- 活動実績 

上記「１．プロジェクトの実績」

の「投入」と「２．実施プロセス」

の「活動の実施状況」と同じ 
アウトプットの達成を阻害する要

因はあるか。 
- アウトプット達成に向けての阻害要因

の有無 
- 阻害要因に対して何か対策がとられて

いるか。 

- 阻害要因 
- 阻害要因に対してとられた対策例 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

活動からアウトプットに至るまで

の外部条件による影響はあるか。 
アウトプット産出に向けての外部条件の

影響の有無 
影響している外部条件 上記「１．プロジェクトの実績」

の「外部条件」と同じ 
相手国側

投入の適

切さ 

カウンターパートの配置は適切に

行われているか。 
PMU 及び選定科目担当講師の人数・配置

状況・能力における問題の有無 
PMU 及び選定科目担当講師の実施体制 上記「２．実施プロセス」の「相

手国のプロジェクトへの関与」と

同じ 
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評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

カウンターパートのコスト負担は

適性規模か。 
ベトナム側のコスト負担における問題の

有無 
ベトナム側ローカルコスト実績 - 専門家インタビュー 

- PMU インタビュー 
日本側投

入の適切

さ 

専門家派遣は適切に行われている

か。 
専門家の派遣人数・専門分野・派遣時期

における問題の有無 
- PO 
- 専門家要員計画 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

機材供与は適切に行われている

か。 
供与機材の種類・量・設置時期・使用頻

度における問題の有無 
- 供与機材リスト 
- 機材の使用計画及び使用実績 

- プロジェクト報告書レビュー 
- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

本邦研修は適切に行われている

か。 
本邦研修の人数・研修内容・研修時期・

研修期間における問題の有無 
本邦研修実績 - プロジェクト報告書レビュー 

- 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

プロジェクトのローカルコストは

適性規模か。 
日本側のローカルコスト負担における問

題の有無 
日本側ローカルコスト実績 - 専門家インタビュー 

 
インパクト 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

上位目標

の達成見

込み 

プロジェクト終了後に上位目標が

達成される見込みはあるか。 
上位目標の指標 上位目標の指標結果 上記「１．プロジェクトの実績」

の「上位目標」と同じ 

因果関係 上位目標とプロジェクト目標は乖

離していないか。 
上位目標の設定レベルは適切か。 関係者の意見 - 専門家インタビュー 

- PMU インタビュー 
上位目標の達成を阻害する要因は

あるか。 
上位目標達成に向けての阻害要因の有無 阻害要因 - 専門家インタビュー 

- PMU インタビュー 
波及効果 プロジェクトの実施により、ベト

ナムの道路・橋梁建設分野におけ

る政策・制度に対して影響を及ぼ

しているか。 

プロジェクトによるベトナムの道路・橋

梁建設分野の政策・制度への影響の有無 
プロジェクトの影響で新たに制定・改定

された政策・制度 
- 運輸省インタビュー 
- PMU インタビュー 

プロジェクトの成果・目標以外に、

プラスのインパクトが生じている

か。 

正のインパクトの有無 正のインパクト事例 - 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 
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評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

プロジェクトの実施により、マイ

ナスのインパクトが生じていない

か。 

負のインパクトの有無 負のインパクト事例 - 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュー 

 
持続性 

評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

政策・制

度面 
事業に対するベトナム政府による

政策・制度面の支援は継続される

見込みか。 

- ベトナム政府は、今後も道路・橋梁建

設分野における人材の育成・能力強化

を開発の優先課題として位置づける見

込みか。 
- 上記の人材育成策として、プロジェク

トのアプローチ（UTT 及び他の交通短

大の教育能力強化）を継続していく見

込みか。 

ベトナムの道路・橋梁建設分野における

人材の育成・能力強化に関する方針・計

画 

- 運輸省インタビュー 

事業効果の他地域への普及を支援

する取り組みは計画されている

か。 

- プロジェクト終了後、COT2 及び

COT3 は新教材を使用する計画か。 
- プロジェクト終了後、他の関連教育機

関において新教材が使用される見込み

はあるか。 

- COT2、COT3 での新教材の使用計画 
- 他の関連教育機関への新教材の普及計

画 

- COT2、COT3 質問票 
- 運輸省インタビュー 

組織・体

制面 
UTT において、事業効果を持続さ

せるための体制は維持される見込

みか。 

- プロジェクト終了後もUTTにおいて、

道路・橋梁建設分野科目の教材改良・

講師の指導能力強化・企業研修等を実

施するための体制は維持される見込み

か。 
- 技術移転された選定科目の担当講師

は、今後も UTT で講師として勤務し

続ける見込みか。 

UTT の今後の道路・橋梁建設分野におけ

る教育実施能力強化に係る実施体制 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュ

ー 

供与機材は適切に使用・管理され

る見込みか。 
UTT における供与機材の維持管理体制

に問題はないか。 
UTT の供与機材の維持管理体制 - PMU インタビュー 

- 専門家インタビュー 

財務面 ベトナム政府において、事業効果

を持続させるための予算は計上さ

れる見込みか。 

ベトナム政府は今後、道路・橋梁建設分

野における人材の育成・能力強化に係る

予算を計上する予定か。 

運輸省の今後の道路・橋梁建設分野の人

材育成・能力強化関連予算の配賦計画 
- 運輸省インタビュー 
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評価設問 
判断基準 必要なデータ 情報源/データ収集方法 

大項目 小項目 

UTT において、事業効果を持続さ

せるための予算は計上される見込

みか。 

UTT は今後、教材の改良・講師の指導能

力強化・企業研修等を実施するための予

算を計上する計画か。 

UTT の人材育成・能力強化関連予算の配

賦計画 
- PMU インタビュー 

技術面 UTT は事業効果を持続させるた

めの技術を有しているか。 
- 選定科目リスト(1)の担当講師は、今後

も必要に応じて教材改良を行う能力を

有しているか。 
- 選定科目リスト(2)の担当講師は、プロ

ジェクトで作成された改善案に基づき

教材改良を行うことができるか。 

各選定科目担当講師の能力 - 専門家インタビュー 
- PMU インタビュー 
- 選定科目担当講師インタビュ

ー 
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